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主
な
内
容

◆福祉のひろば
認知症高齢者を支える介
護者の集い、精神保健福
祉ボランティア養成講座
ほか …９面

◆健康ガイド
健康講演会、ＢＣＧ接種、
離乳食教室、簡単！バラ
ンスよくおいしい食事　
ほか …９面

世
帯
と
人
口

２８.１.１現在

※　世帯数および人口は、住民基本台帳によるものであり、
外国人住民の方を含みます。（　）内は前月比

世帯数 ５８,０１１ （３減） 男 ５８,４３９ （２２減）
人　口 １１７,９７８ （２０減） 女 ５９,５３９ （２増）

◆催し
環境学習講座、子ども・
若者の地域の居場所づく
り講座、学芸大クラブ運
動教室　ほか…１０～１２面

◆お知らせ
平成２８年度市職員募集、個人番号カ
ード交付開始、通知カード受け取り
の臨時窓口開設、人事行政の運営等
の状況　ほか …２～８・１２面

　

申
告
し
て
い
た
だ
く
の
は
、
平

成　

年
中
の
所
得
で
す
。

２７

　

申
告
用
紙
は
、
市
・
都
民
税
は

２
月
８
日
（
月
）に
市
役
所
か
ら
、

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

（
以
下
所
得
税
）
は
１
月
下
旬
に

税
務
署
か
ら
、
前
年
の
状
況
に
応

じ
て
そ
れ
ぞ
れ
郵
送
し
ま
す
。
用

紙
が
届
か
な
か
っ
た
方
や
新
た
に

必
要
と
な
っ
た
方
は
、
市
ま
た
は

税
務
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
武
蔵
野
税
務
署
で
は
、

２
月　

日
（
水
）
よ
り
申
告
書
作

１０

成
会
場
を
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、

同
税
務
署
で
は
、
２
月　

日
２１

（
日
）
、　

日
（
日
）
午
前
８
時

２８

　

分
〜
午
後
５
時
（
相
談
は
午
前

３０９
時
か
ら
）
、
市
で
は
、
申
告
期

間
中
の
日
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後

１
時
に
臨
時
窓
口
を
開
設
し
て
申

告
書
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

※　

確
定
申
告
書
の
作
成
に
当
た

っ
て
は
、
復
興
特
別
所
得
税
欄

の
記
載
漏
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※　

作
成
済
み
の
還
付
申
告
書

は
、
１
月
か
ら
税
務
署
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

〈
市
・
都
民
税
の
申
告
〉

　

所
得
が
給
与
の
み
の
方
で
勤
務

先
か
ら
「
給
与
支
払
報
告
書
」
が

小
金
井
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る

方
、
所
得
が
公
的
年
金
の
み
の
方

で
支
払
先
か
ら
「
公
的
年
金
等
支

払
報
告
書
」
が
小
金
井
市
に
提
出

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
方
以

外
は
、
市
・
都
民
税
の
申
告
が
必

要
で
す
。

　

申
告
の
際
は
、
平
成　

年
中
の

２７

所
得
や
控
除
に
関
す
る
書
類
（
源

泉
徴
収
票
、
生
命
保
険
や
国
民
年

金
保
険
料
の
支
払
額
証
明
書
等
）

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
方
は
、
市
・
都
民
税
の
申
告

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
定
申
告
書
が
作
成
で
き

ま
す
〉

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp

://w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp
/

）
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

作
成
し
た
申
告
書
は
ｅ
儿
Ｔ
ａ

ｘ
で
送
信
で
き
る
ほ
か
、
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
し
て
税
務
署
に
提
出
で

き
ま
す
。
ま
た
、
申
告
書
等
の
様

式
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※　

確
定
申
告
書
は
、
２
月
上
旬

か
ら
、
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）
に
市
民
税
課
（
市
役
所

第
二
庁
舎
３
階
）
で
も
配
布
し

ま
す
。
（
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
）

〈
公
的
年
金
等
を 

受
給
し
て
い
る
方
へ
〉

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合

計
額
が　

万
円
以
下
で
、
か
つ
、

４００

!

#

"

$
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&
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問
合
先

▽　

市
・
都
民
税
＝
市
民
税
課

市
民
税
係
（
市
役
所
第
二
庁

舎
３
階
☎　

儿　

儿
９
８
１

０４２

３８７

９
）

▽　

所
得
税
＝
武
蔵
野
税
務
署

（
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
本
町
３

儿　

儿
１
☎
０
４
２
２
儿　

２７

５３

儿
１
３
１
１
）

　従業員（給与所得者）の個人住民税
は、事業主（給与支払者）が、毎月従
業員に支払う給与から差し引き、納入
していただく特別徴収が原則です。
　東京都と都内全６２区市町村では、平
成２６年度～２８年度を、オール東京で特
別徴収を行う推進期間としています。
ご理解とご協力をお願いします。

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が　

万
円
以
下
で
あ

２０

る
方
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な

い
公
的
年
金
等
の
支
給
を
受
け
て

い
る
方
は
除
か
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
場
合
で
も
、
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
確

定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要
の

方
で
も
、
医
療
費
控
除
、
各
種
保

険
料
控
除
な
ど
を
追
加
す
る
こ
と

で
、
市
・
都
民
税
が
減
額
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

市
・
都
民
税
の
申
告
書
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

 
受
付
日
時　

２
月
４
日
（
木
）
、

５
日
（
金
）
、
８
日
（
月
）
午
前

９
時　

分
〜　

時
、
午
後
１
時
〜

３０

１１

３
時
（
８
日
は　

時　

分
か
ら
受

１０

３０

付
）

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）

対　

象　

小
規
模
納
税
者
の
方
、

年
金
受
給
者
、
給
与
所
得
者

※　

譲
渡
所
得
の
あ
る
方
は
除
き

ま
す
。

※　

相
続
税
の
相
談
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

そ
の
他　

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

武
蔵
野
税
務
署
個
人
課

税
部
門
（
☎
０
４
２
２
儿　

儿
１

５３

３
１
１
） 税

理
士
に
よ

税
理
士
に
よ
るる

無
料
申
告
相

無
料
申
告
相
談談

市・都民税（住民市・都民税（住民税税））、所得税および復興特別所得、所得税および復興特別所得税税

間もなく申告の時期で間もなく申告の時期ですす
２２月月1616日日（（火火））〜〜３３月月1515日日（（火火））申告期間は

　市・都民税（住民税）、所
得税および復興特別所得税の
申告の準備はお済みですか。
　期間内に、正しい申告をし
ましょう。

防災とボランティア週間
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111555555555555555555555555555555555555555555555555555555555555515日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜日〜2222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111121日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは

　阪神淡路大震災が発生した１月１７日を含む防
災とボランティア週間に、防災に関するイベン
トを実施します。
【広報展示】
　期間中、災害時支援ボランティアの募集や、
地域防災力向上を目的とした展示を行います。
【災害時支援ボランティア講習】
　ボランティア登録者を対象とした応急救護訓
練、救助訓練、防災に関する講話を実施します。
と　き　１月１７日（日）午前９時～正午

害害◇共　通◇害害
ところ・問合先　小金井消防署（☎０４２−３８４−
０１１９）

　文化財防火デーは、昭和２４年１月２６
日に奈良の法隆寺壁画が火災により焼
失したことを契機に、文化財を災害か
ら守る防火防災意識の高揚を図ること
を目的に制定されたものです。
　小金井消防署では、貴重な文化財を
保有する江戸東京たてもの園で消防演
習を実施します。
と　き　１月２６日（火）午前９時から
ところ　江戸東京たてもの園（都立小
金井公園内）
問合先　小金井消防署（☎０４２−３８４−
０１１９）

事業主の皆さんへ
従業員の個人住民税は
給与から差し引く

特別徴収で

1月26日は
文化財防火デー
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 ◆◆各種審議会等の開催日程◆◆ ※　保育あり（要事前申込）

問合先内　容ところと　き名　称

経済課産業振興係
（☎０４２−３８７−９８３１）

小口事業資金融資あっせ
んに関する事項について

商工会館２階小会
議室

１月１８日（月）
１０：００〜小口事業資金融資審議会

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８００）

総合戦略（素案）につい
て

市役所西庁舎２階
第五会議室

１月１８日（月）
１８：００〜

第５回まち・ひと・しごと
創生総合戦略等検討委員会

公民館本館
（☎０４２−３８３−１１８４）公民館事業の審議　ほか公民館本館学習室

Ａ・Ｂ
１月２１日（木）
１０：００〜第３回公民館運営審議会

図書館本館
（☎０４２−３８３−１１３８）

第３次小金井市子ども読
書活動推進計画（案）に
ついて

図書館本館地階集
会室

１月２５日（月）
１０：００〜第５回図書館協議会

子育て支援課子育て支援係
（☎０４２−３８７−９８３６）

利用者負担の在り方等に
ついて

市役所第二庁舎８
階８０１会議室

１月２５日（月）
１９：００〜子ども・子育て会議（※）

図書館本館
（☎０４２−３８３−１１３８）三者合同会議図書館本館地階集

会室
１月２８日（木）
１０：００〜

社会教育委員の会議
公民館運営審議会
図書館協議会

保育課保育係
（☎０４２−３８７−９８４６）

公立園の現状確認と保護
者が求める事業について

市役所第二庁舎８
階８０１会議室

１月２８日（木）
１９：３０〜公立保育園運営協議会（※）

土地開発公社事務局
（☎０４２−３８７−９８５１）

平成２８年度土地開発公社
事業計画　ほか

市役所本庁舎３階
第一会議室

２月３日（水）
１０：００〜

第４回土地開発公社評議員
会

環境政策課緑と公園係
（☎０４２−３８７−９８６０）

市の主な緑化施策につい
て

市役所第二庁舎８
階８０１会議室

２月４日（木）
１４：００〜緑地保全対策審議会

総務課情報公開係
（☎０４２−３８７−９９２６）

個人情報保有等届け出の
報告、諮問について

市役所第二庁舎８
階８０１会議室

２月４日（木）
１８：００〜

情報公開・個人情報保護審
議会

試
験
区
分
・
職
種　

①
栄
養
士
②

児
童
厚
生
員
③
一
般
事
務
・
身
体

に
障
が
い
の
あ
る
方
対
象

※　

い
ず
れ
も
中
級
職

資
格
等
要
件　

①
昭
和　

年
４
月

５１

２
日
～
平
成
８
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
方
で
、
栄
養
士
免
許
を
有

す
る
方
②
昭
和　

年
４
月
２
日
～

５６

平
成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

方
で
、
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
定
め
る

要
件
を
満
た
す
方
（
保
育
士
、
幼

稚
園
教
諭
、
学
校
教
諭
等
）
③
昭

和　

年
４
月
２
日
～
平
成
８
年
４

４５
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
で
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

　

▽
身
体
障
害
者
福
祉
法
第　

条
１５

に
定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方　

▽
自
力
に

よ
り
通
勤
が
で
き
、
か
つ
介
助
者

な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
方

▽
通
常
の
勤
務
時
間
（
１
週　

時
３８

間　

分
、
１
日
７
時
間　

分
）
に

４５

４５

対
応
で
き
る
方　

▽
活
字
印
刷
文

（　

ポ
イ
ン
ト
程
度
）
に
よ
る
出

１０
題
お
よ
び
口
述
に
よ
る
面
接
に
対

応
で
き
る
方

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

※　

①
②
は
、
平
成　

年
３
月
末

２８

ま
で
に
資
格
取
得
見
込
の
方
を

含
み
ま
す
。

試
験
日　

２
月
７
日
（
日
）

採
用
予
定
人
数　

①
②
各
１
人
③

若
干
名

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
（
金
）

要
項
配
布　

１
月　

日
（
火
）
ま

２６

で
の
午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時

３０

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
職

員
課
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）
お

よ
び
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受
付

で
配
布
す
る
ほ
か
、
配
布
期
間
中

に
限
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
受
付　

１
月　

日
～　

日
の

１８

２６

午
前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１

３０

時
～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
職
員
課
で
。
郵
送
に
よ
る

応
募
（　

日
必
着
）
も
受
け
付
け

２５

ま
す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 
勤
務
時
間　

月
曜
～
金
曜
日
の
午

前
８
時　

分
～
午
後
３
時　

分
、

３０

１５

午
前
９
時
～
午
後
３
時　

分
、
午

４５

前
９
時　

分
～
午
後
４
時　

分
の

３０

１５

い
ず
れ
か

報
酬（
月
額
）　　

万
３
千　

円

１４

２００

※　

別
途
通
勤
に
要
す
る
経
費
を

条
件
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

応
募
要
件　
　

歳
定
年
制
の
た

６５

め
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に

２５

生
ま
れ
た
方

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
人
数　

１
人

面
接
試
験
日　

１
月　

日
（
火
）

２６

採
用
予
定
日　

２
月
１
日
（
月
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　

１
月　

日
（
月
）
ま
で
の
午

２５

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
庶
務
課
（
市
役
所
第
二
庁

舎
７
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応
募

（　

日
必
着
）も
受
け
付
け
ま
す
。

２５
※　

要
項
は
、
配
布
期
間
中
に
限

り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
先　

庶
務
課
庶
務
係
（
〒　
１８４

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
７
２
）

 　

市
で
は
、
協
働
の
施
策
な
ど
に

非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集

学
校
給
食
調
理
補
助
業
務

市
民
協
働
推
進

委
員
会
委
員
募
集

つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
学
識
経

験
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
関
係
者
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
関
係
者
、
公
募

市
民
、
市
職
員
で
構
成
す
る
同
委

員
会
を
新
た
に
設
置
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
公
募
に
よ
る
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

２
人
（
選
考
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
平
成　

年
１
月　

日
現
在

２８

１５

　

歳
以
上
の
方

１８※　

す
で
に
市
が
設
置
し
て
い
る

附
属
機
関
等
の
委
員
の
方
は
、

原
則
と
し
て
一
つ
ま
で
し
か
他

の
附
属
機
関
の
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
（
臨
時

的
・
時
限
的
に
設
置
さ
れ
る
附

属
機
関
等
は
、
そ
の
他
に
一
つ

に
限
り
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま

す
）

※　

市
の
関
係
者
を
除
く
。

任　

期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

（
年
４
回
を
予
定
）

報　

酬　

１
万
円
（
１
回
）

応
募
用
紙
配
布
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
文
化
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎

４
階
）
、
図
書
館
本
館
、
公
民
館

各
館
、
東
小
金
井
駅
開
設
記
念
会

館
、
婦
人
会
館
、
上
之
原
会
館
、

前
原
町
西
之
台
会
館
、
桜
町
上
水

会
館
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

応
募
方
法　

２
月　

日
（
必
着
）

１５

ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、

小
論
文
（
千　

字
以
内
・
課
題
＝

２００

「
市
民
協
働
の
推
進
に
つ
い
て
」）

と
応
募
用
紙
の
必
要
事
項
を
明
記

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
へ
。

選
考
方
法　

市
役
所
内
で
設
け
た

選
考
委
員
会
で
、
論
文
に
よ
る
審

査
・
選
考
を
行
い
ま
す
。

選
考
結
果　

応
募
者
全
員
に
選
考

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
提
出

し
て
い
た
だ
い
た
論
文
は
、
選
考

後
返
却
し
ま
す
。

選
考
基
準　

必
要
な
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課

文
化
推
進
係
（
〒　

儿
８
５
０
４

１８４

住
所
不
要
☎　

儿　

儿
９
９
２
３
）

０４２

３８７

 　

申
請
後
、
交
付
準
備
が
整
っ
た

方
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知

書
と
予
約
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

窓
口
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
予
約

案
内
に
記
載
の
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
受

個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付
が
始
ま
り
ま
す

け
取
る
日
時
を
事
前
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
一
部
休
日
開
庁

日
と
夜
間
窓
口
で
は
交
付
で
き
ま

せ
ん
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
操
作
に
不

安
が
あ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

交
付
の
際
は
、
暗
証
番
号
を
決

め
た
う
え
で
、
原
則
本
人
が
来
庁

し
て
く
だ
さ
い
。
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
顔
写
真
と
来
庁
者
の
照
合
を

行
い
ま
す
。
照
合
が
困
難
な
場

合
、
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
確

認
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

来
庁
の
際
は
、
必
要
書
類
を
必

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類　

▽
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
通
知
書　

▽
通
知
カ
ー
ド
※

▽
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
※
（
交

付
さ
れ
て
い
る
方
）
▽
印
鑑
登
録

証
※
（
機
能
を
移
行
す
る
方
の

み
）　

▽
本
人
確
認
書
類

　

※
印
の
書
類
は
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
交
付
の
際
に
回
収
し
ま
す
。

そ
の
他　

▽　

歳
未
満
の
方
へ
の

１５

交
付
は
、
本
人
の
ほ
か
、
法
定
代

理
人
（
両
親
の
い
ず
れ
か
な
ど
）

の
同
伴
が
必
要
で
す
。
▽
病
気
な

ど
の
や
む
を
得
な
い
事
情
で
、
代

理
人
が
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
受
け

取
る
場
合
は
、
交
付
通
知
書
の
委

任
状
欄
の
記
入
の
ほ
か
、
代
理
人

と
申
請
者
の
顔
写
真
付
き
の
本
人

確
認
書
類
お
よ
び
来
庁
が
で
き
な

い
事
由
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要

で
す
。

問
合
先　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
１
２
０
儿

　

儿
０
１
７
８
＝
月
曜
～
金
曜
日

９５午
前
９
時　

分
～
午
後　

時
、
土

３０

１０

曜
・
日
曜
・
祝
日
午
前
９
時　

分
３０

～
午
後
５
時　

分
）
、
市
民
課
市

３０

民
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
☎

　

儿　

儿
１
０
１
９
、　

儿　

儿

０４２

３１６

０４２

３８７

９
８
３
０
）

平
成　

年
度

２８

市
職
員
募
集

　平成２７年度の可燃ごみ処理に関し
ては、多摩地域の各団体（多摩川衛
生組合、国分寺市、昭島市、西多摩

衛生組合）のご支援により滞りなく処理することができています。施設周辺にお住まいの皆様な
らびに関係者の皆様に心から感謝申し上げます。また、新可燃ごみ処理施設は、平成３１年度中の
稼動をめざして事業が進められています。日野市クリーンセンター周辺にお住まいの皆様をはじ
めとした日野市民の皆様ならびに関係者の皆様に心から感謝申し上げます。市民の皆さんには、
さらなる、ごみの減量および資源化の推進にご理解・ご協力をお願いします。
　本市では、材質が１００％プラスチック製のものは、プラスチックごみとして収集され、市外民間
処理施設にて、法律に基づき、容器包装プラスチックとそれに適合しないものに選別しています。
容器包装プラスチックは、（公財）日本容器包装リサイクル協会に引き渡し、指定処理施設で資
源化処理され、それ以外のプラスチックも、民間処理施設で、ガス化などに資源化処理されてい
ます。プラスチックは、洗って汚れを落とし、水切りをして出してください。汚れが落ちないも
のは、燃やさないごみとして出してください。また、プラスチックごみに電池、ライター、かみ
そり、注射針などは入れないでください。ボタン電池・充電式電池は販売店に、乾電池・ライタ
ーは有害ごみに、かみそりは布や紙に包んで青い有料袋に「キケン」と大きく書いて燃やさない
ごみに出してください。注射針は、病院や自主回収を行う薬局に相談するか、ごみ対策課にお問
い合わせください。分別方法は、ごみ・リサイクルカレンダーのほか、スマートフォン用のごみ
分別アプリで詳しくご案内しています。ダウンロードは無料（通信料は、自己負担）ですので、
ご活用ください。
【１１月分のごみ排出量報告】
　１１月分の燃やすごみ１人１日
当たり排出量は、２７３.８ｇとな
り、目標値（２８１.８ｇ）を８.０ｇ下
回りました。
問合先　ごみ対策課減量推進係
（☎０４２−３８７−９８３５）

1か月の燃やすごみ地区別
1人1日当たりの排出量 （単位：g）

地　　区
火・金地区 266.2 281.8 △15.6

武蔵小金井 東小金井

11月 目標量 増減量

市内全域

273.8 281.8 △8.0

増減量11月 目標量
燃やさない
ごみ

（市内全域） 32.8 34.4 △1.6
目標量 増減量11月

月・水・木・土地区 280.7 281.8 △1.1 やった
減量成功

やった
減量成功

○１７９
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印
鑑
の
登
録
は
、
直
接
個
人
の

利
害
に
結
び
つ
く
た
め
、
市
で
は

特
に
慎
重
な
取
り
扱
い
を
し
て
い

ま
す
。
印
鑑
登
録
を
す
る
方
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
余
裕
を
持

っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
登
録
で
き
る
方
】

　

登
録
で
き
る
の
は
、
市
内
に
住

所
が
あ
り
、
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

た
だ
し
、　

歳
未
満
の
方
お
よ

１５

び
成
年
被
後
見
人
の
方
は
、
登
録

で
き
ま
せ
ん
。

【
登
録
す
る
に
は
】

　

登
録
を
必
要
と
す
る
本
人
が
、

登
録
す
る
印
鑑
と
本
人
確
認
書
類

を
持
参
し
、
申
請
す
る
の
が
原
則

で
す
。

　

た
だ
し
、
本
人
が
、
病
気
や
そ

の
他
や
む
を
え
な
い
理
由
で
、
自

ら
申
請
で
き
な
い
と
き
は
、
本
人

の
自
署
、
押
印
し
た
「
委
任
の
旨

を
証
す
る
書
面
（
委
任
状
ま
た
は

代
理
人
選
任
届
）」（
ひ
な
形
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
と
、
本

人
の
印
鑑
、
本
人
・
代
理
人
の
健

康
保
険
証
等
を
持
参
し
て
、
代
理

人
が
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

印
鑑
に
よ
っ
て
は
登
録
で
き
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
登
録
申
請
の
確
認
、
印
鑑
登
録

証
の
交
付
】

　

登
録
の
申
請
を
す
る
と
、
本
人

確
認
お
よ
び
本
人
の
意
思
に
よ
る

登
録
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
た

め
、
本
人
あ
て
に
、
郵
送
で
文
書

照
会
し
ま
す
。
そ
の
回
答
書
、
登

録
す
る
印
鑑
、
本
人
の
健
康
保
険

証
等
を
本
人
が
持
参
し
た
場
合
、

印
鑑
登
録
証
（
黄
色
い
カ
ー
ド
）

を
交
付
し
ま
す
。
個
人
番
号
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
印
鑑
登

録
証
を
交
付
せ
ず
に
個
人
番
号
カ

ー
ド
に
機
能
を
移
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
窓
口
ま
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
で
交
付
を
受
け
る

場
合
は
、
回
答
書
、
登
録
す
る
印

鑑
、
委
任
状
（
代
理
人
選
任
届
）

と
本
人
・
代
理
人
の
健
康
保
険
証

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

登
録
手
数
料　
　

円
３００

【
本
人
確
認
】

　

本
人
が
自
ら
登
録
申
請
す
る
場

合
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
本

人
と
確
認
で
き
る
と
き
は
、
即
日

で
印
鑑
登
録
を
し
ま
す
。

▽　

官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
免

許
証
、
許
可
証
、
ま
た
は
証
明

書
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
等
）
を
持
参
し
た
と
き

▽　

す
で
に
印
鑑
登
録
を
し
て
い

る
本
人
以
外
の
方
が
、
印
鑑
登

録
申
請
書
の
保
証
欄
に
自
署
し

た
う
え
、
登
録
印
を
押
し
、
申

請
者
を
本
人
で
あ
る
と
保
証
し

た
と
き
（
保
証
人
が
小
金
井
市

以
外
に
お
住
ま
い
の
場
合
は
保

証
人
の
印
鑑
登
録
証
明
書
１
通

が
必
要
で
す
）

【
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
】

　

印
鑑
登
録
証
明
書
を
申
請
す
る

と
き
は
、
本
人
、
代
理
人
を
問
わ

ず
、
印
鑑
登
録
証
（
黄
色
い
カ
ー

ド
）
も
し
く
は
、
印
鑑
登
録
証
の

機
能
を
移
行
し
た
個
人
番
号
カ
ー

ド
（
窓
口
で
暗
証
番
号
の
確
認
が

必
要
で
す
。
）
の
み
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
印
鑑
登
録
証
を
お
持
ち

に
な
ら
な
い
と
き
や
申
請
書
の
記

載
に
誤
り
が
あ
る
と
き
に
は
、
発

行
で
き
ま
せ
ん
。

【
保
管
に
は
ご
注
意
を
】

　

印
鑑
登
録
証
は
、
登
録
印
鑑
と

別
々
に
保
管
す
る
な
ど
、
財
産
と

権
利
を
守
る
た
め
に
も
大
切
に
取

り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。
紛
失
し
た

と
き
は
、
直
ち
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
登
録
印
鑑
を

紛
失
し
た
と
き
も
、
忘
れ
ず
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
】

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
対
応

店
舗
で
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得

で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

を
個
人
番
号
カ
ー
ド
で
利
用
で
き

ま
す
。
す
で
に
印
鑑
登
録
証
を
お

持
ち
の
方
は
、
事
前
に
、
カ
ー
ド

種
別
の
変
更
申
請
が
必
要
で
す
。

 !
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&
&
&
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&
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&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
市

役
所
第
二
庁
舎
１
階
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
３
０
）

印鑑登録証
（黄色いカード）

個人番号
カード

本人または代理人本人のみ証明書交付を
受けられる方

市民課コンビニエンススト
ア対応店舗、市民課

証明書交付
場所

３００円
市役所窓口＝３００円
コンビニエンススト
ア対応店舗＝２００円

証明書手数料

印鑑登録証、申請
書の記入

個人番号カード、暗
証番号の入力（市役
所で取得する場合は
申請書の記入）

証明書交付時
の必要事項

可（市役所本庁舎
１階施設管理室で
のみの受取）

不可電話窓口制度
の利用

印
鑑
登
録
を
す
る
方
へ

問合先提出方法（いずれも必着）配布・閲覧場所等検討結果
の公表等施策名称説　明募集対象

経済課産業振興係（〒
１８４−８５０４住所不要☎
０４２−３８７−９８３１胃０４２−
３８６−２６０９死s030399@ 
koganei-shi.jp）

１月１５日〜２月１４日に、
住所・氏名・施策名称を
明記し、直接、郵送、フ
ァクスまたはＥメール
（添付ファイルでの受け
付け不可）で経済課へ。

経済課（市役所第二庁舎４階）、情報
公開コーナー（同６階）、市役所第二
庁舎１階受付、公民館各館、福祉会館、
婦人会館、総合体育館、図書館本館、
保健センター、東小金井駅開設記念会
館等でご覧いただけるほか、市ホーム
ページでも公開しています。

３月
（予定）

産業振興プラ
ン

　市では、産業振興に関する施策
を総合的・計画的に推進するた
め、産業振興プラン（案）を作成し
ました。

産業振興プラン
（案）

保険年金課国民健康保
険係（〒１８４−８５０４住所
不要☎０４２−３８７−９８３３
胃０４２−３８４−２５２４死s０３ 
０４９９@koganei-shi.jp）

１月１５日〜２月１４日に、
住所・氏名・年齢・施策
名称を明記し、直接、郵
送、ファクスまたはＥメ
ール（添付ファイルでの
受け付け不可）で保険年
金課へ。

保険年金課（市役第二庁舎２階）、情
報公開コーナー（同６階）、市役所第
二庁舎１階受付、公民館各館、福祉会
館、婦人会館、総合体育館、栗山公園
健康運動センター、図書館本館、保健
センター、東小金井駅開設記念会館で
ご覧いただけるほか、市ホームページ
でも公開しています。

３月
（予定）

国民健康保険
データヘルス
計画

　市では、国民健康保険法に基づ
く保健事業の実施等に関する指針
の一部改正に基づき、健康・医療
情報を活用してＰＤＣＡサイクル
に沿った効果的かつ効率的保険事
業を実施するための、国民健康保
険データヘルス計画（案）を作成
しました。

国民健康保険デ
ータヘルス計画
（案）

庶務課庶務係（〒１８４−
８５０４住所不要☎０４２−
３８７−９８７２胃０４２−３８３−
１１３３）

１月１５日〜２月１４日に、
住所・氏名・施策名称を
明記し、直接、郵送、フ
ァクスまたは市ホームペ
ージ専用フォームで庶務
課へ。

庶務課（市役所第二庁舎７階）、市役
所第二庁舎１階受付、公民館各館、婦
人会館、総合体育館、栗山公園健康運
動センター、図書館本館、保健センタ
ー、東小金井駅開設記念会館でご覧い
ただけるほか、市ホームページでも公
開しています。

４月
（予定）

第２次明日の
小金井教育プ
ラン

　教育委員会では、明日の小金井
教育プランの計画期間が終了する
ことに伴い、第２次明日の小金井
教育プラン（案）を作成しました。

第２次明日の小
金井教育プラン
（案）

企画政策課企画政策係
（〒１８４−８５０４住所不要
☎０４２−３８７−９８００胃０４２
−３８７−１２２４）

１月２２日〜２月２１日に、
住所・氏名・施策名称を
明記し、直接、郵送、フ
ァクスまたは市ホームペ
ージ専用フォームで企画
政策課へ。

企画政策課（市役所本庁舎２階）、市
役所第二庁舎１階受付、情報公開コー
ナー（市役所第二庁舎６階）、公民館
各館、福祉会館、婦人会館、総合体育
館、栗山公園健康運動センター、図書
館本館、保健センター、東小金井駅開
設記念会館でご覧いただけるほか、市
ホームページでも公開しています。

３月
（予定）

人口ビジョン
およびまち・
ひと・しごと
創生総合戦略

　市では、まち・ひと・しごと創
生法に基づき、将来的に予測され
る人口減少や高齢化が進行する状
況において、市民の生活を守り安
定・発展させることを最優先に
し、人と人とのきずなをいかした
参加と協働による創造的なまちづ
くりを進めるため、人口ビジョン
（案）およびまち・ひと・しごと創
生総合戦略（案）を作成しました。

人口ビジョン
（案）およびま
ち・ひと・しご
と創生総合戦略
（案）

　下記の案に対し、市民の皆さんの意見を募集します。なお、意見等に対する個別的回答は行
いません。検討を終えたときは、意見等の内容および検討結果とその理由を公表します。
対　象　市内在住・在勤・在学の方、市内に事務所や事業所を有する法人またはその他の団体パブリックコメント募集

 　

開
庁
時
間
や
休
日
窓
口
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た

め
に
、
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。

　

通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
が
ま

だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
本
人
確

認
書
類
を
持
参
の
う
え
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

と　

き　

１
月　

日
（
月
）
〜　

１８

２２

日
（
金
）
＝
午
後
５
時　

分
〜
８

１５

時
、　

日
（
土
）
＝
午
前
９
時
〜

２３

午
後
５
時
、　

日
（
日
）
＝
午
後

２４

１
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

市
民
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
１
階
）

そ
の
他　

▽
本
人
確
認
書
類
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
▽
代
理
の
方
が
受
け

取
る
際
は
、
本
人
自
筆
の
委
任
状

と
本
人
確
認
書
類
の
原
本
が
必
要

で
す
。
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

と
合
わ
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
臨
時
窓
口
で
は
市
民
課
通
常
業

務
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
０
）

３８７

 　

平
成　

年
度
に
介
護
保
険
地
域

２９

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
開
設

予
定
の
事
業
者
を
公
募
し
ま
す
。

募
集
事
業
種
別　
（
介
護
予
防
）

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

公
募
要
項　

介
護
福
祉
課
で
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

応
募
方
法　

１
月　

日
〜
２
月　

１５

１５

日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除

く
）
に
、
直
接
、
介
護
福
祉
課
へ
。

問
合
先　

介
護
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
２
）

３８７ 通
知
カ
ー
ド
受
け
取
り
の

臨
時
窓
口
を
開
設

介
護
保
険
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
を
公
募
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電　話内　容時　間月　日学校名

０４２−３８３−１１４１
道徳授業地区公開講座・学校公開８：５０〜１１：３０１／２３（土）

第一小学校
学校公開８：５０〜１５：１０２／１０（水）

０４２−３８３−１１４２学校公開８：４０〜１３：５０２／１０（水）第二小学校
０４２−３８３−１１４３道徳授業地区公開講座８：４０〜１２：１０２／６（土）第三小学校

０４２−３８３−１１４４
道徳授業公開９：３５〜１０：２０

１／２３（土）第四小学校
道徳授業地区公開講座１０：３０〜１１：３０

０４２−３８３−１１４５
道徳授業地区公開講座１３：４０〜１６：３０１／２９（金）

東 小 学 校
学校公開日８：４５〜１２：１５２／１３（土）

０４２−３８３−１１４６学校公開（授業参観）８：３０〜１２：００１／１６（土）前原小学校

０４２−３８３−１１４７１校時：授業参観（各教科）
２校時：道徳授業地区公開講座（道徳）８：４５〜１０：２０１／２３（土）本町小学校

０４２−３８３−１１４８学校公開・道徳授業地区公開講座８：１５〜１２：２０２／６（土）緑 小 学 校
０４２−３８３−１１４９道徳授業地区公開講座１０：３５〜１２：１０１／２３（土）南 小 学 校

０４２−３８３−１１６１
セーフティ教室（第１部）「薬物乱用防止
について」１２：４５〜１３：４５

１／１６（土）第一中学校
セーフティ教室（第２部）「意見交換会」１４：００〜１４：３０

０４２−３８３−１１６２学校公開８：５０〜１４：２０２／１３（土）第二中学校
０４２−３８３−１１６３学校公開（１７日のみ１４：２０まで）８：５０〜１５：２０２／１５（月）〜１９（金）東 中 学 校
０４２−３８３−１１６４学校公開日（セーフティ教室）８：４５〜１２：３５２／２７（土）緑 中 学 校

０４２−３８３−１１０５学校公開
８：４０〜１５：１５１／１５（金）

南 中 学 校
８：４０〜１１：３０１／１６（土）

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す
。

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

　

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※　

お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
が
り
ま
す
。

※　

☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い

場
合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０６４

　

へ
。

０００

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

市立小・中学校学校公市立小・中学校学校公開開
　市立小・中学校では、地域にある学校として、学校
教育活動への一層のご理解を得ることを目的に、授業
などの学校教育活動を参観できる日を設けています。
問合先　各学校

　平成２７年度第３回小金井市公立学校運営連絡会を、
各市立小・中学校で開催します。
　傍聴はどなたでもできます。
問合先　各学校

電　話開催日時学校名

０４２−３８３−１１４１２／５（金）１０：４５〜第一小学校

０４２−３８３−１１４２２／２３（火）１０：３０〜第二小学校

０４２−３８３−１１４３２／２３（火）１０：００〜第三小学校

０４２−３８３−１１４４２／２４（水）１０：００〜第四小学校

０４２−３８３−１１４５２／２（火）１５：００〜東 小 学 校

０４２−３８３−１１４６２／２４（水）１０：３０〜前原小学校

０４２−３８３−１１４７２／２４（水）１０：００〜本町小学校

０４２−３８３−１１４８１／２５（月）１０：３０〜緑 小 学 校

０４２−３８３−１１４９２／８（月）１０：００〜南 小 学 校

０４２−３８３−１１６１３／１５（火）１５：３０〜第一中学校

０４２−３８３−１１６２２／２９（月）１６：００〜第二中学校

０４２−３８３−１１６３３／５（土）１０：００〜東 中 学 校

０４２−３８３−１１６４２／１６（火）１５：３０〜緑 中 学 校

０４２−３８３−１１０５２／２５（木）１５：００〜南 中 学 校

小金井市公立学小金井市公立学校校
運営連絡会の開運営連絡会の開催催

　

義
務
教
育
就
学
前
の
乳
幼
児
の

保
護
者
の
方
を
対
象
に
乳
幼
児
医

療
費
助
成
制
度
を
、
ま
た
、
義
務

教
育
就
学
児
の
保
護
者
の
方
を
対

象
に
義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助

成
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

受
給
資
格
を
満
た
し
、
申
請
し

認
定
さ
れ
た
方
に
医
療
証
を
交
付

し
ま
す
。
ま
だ
医
療
証
を
お
持
ち

で
な
い
保
護
者
の
方
は
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

制
度
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
受
給
資
格
】

▽　

乳
幼
児
・
児
童
が
市
内
在
住

で
あ
る
こ
と

▽　

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

こ
と

▽　

他
の
公
費
に
よ
る
医
療
保
障

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

▽　

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助

成
制
度
は
、
平
成　

年
中
の
所

２６

得
が
所
得
制
限
限
度
額
（
左

表
）
未
満
で
あ
る
こ
と

【
申
請
時
に
持
参
す
る
も
の
】

▽　

印
鑑

▽　

健
康
保
険
証
（
カ
ー
ド
式
の

場
合
は
、
乳
幼
児
・
児
童
の
も

の
）

▽　

申
請
者
・
配
偶
者
の
平
成　
２７

年
度
住
民
税
課
税
証
明
書
（
所

得
の
内
容
・
課
税
状
況
が
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
）
。
な
お
、

平
成　

年
１
月
１
日
以
前
か

２７

ら
、
小
金
井
市
に
住
民
登
録
が

あ
る
方
は
不
要
で
す
。

【
義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成

制
度
の
所
得
制
限
限
度
額
】

 　

扶
養
親
族
等
の
数
は
平
成　

年
２６

所得
制限
限度額

扶養
親族等
の数

６３０万円０人
６６８万円１人
７０６万円２人

以下、１人増すご
とに３８万円を加算

　

月　

日
現
在
の
税
法
上
の
扶
養

１２

３１

人
数
で
す
。

　

総
所
得
か
ら
、
寡
婦
（
夫
）
・

障
害
者
・
医
療
費
控
除
な
ど
の
控

除
額
を
差
し
引
い
た
額
と
比
較
し

ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
分
（
一
律
８

万
円
）
を
含
む
金
額
で
す
の
で
、

改
め
て
社
会
保
険
料
を
控
除
し
て

計
算
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
☎

　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

 　

子
育
て
・
子
育
ち
の
テ
ー
マ
で

交
流
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
参
加
で
き
ま
す
。
会
員
団
体
で

な
い
方
も
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

と　

き　

１
月　

日
（
土
）
午
後

２３

３
時　

分
～
５
時

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
本
館
視
聴
覚
室

参
加
費　
　

円
（
お
茶
代
）

３００

申　

込　

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
同
協
議
会
事
務
局
・
水
谷

（
☎　

儿
６
４
８
８
儿
５
７
３
１

０７０

死ko
gan
ei.k.k.n

etw
k@
gm
a

il.co
m

）
へ
。

  　

リ
ズ
ム
遊
び
、
離
乳
食
の
話
、

同
じ
地
域
の
方
と
の
交
流
等
を
通

じ
て
育
児
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
木
）
、　

１８

２５

日
（
木
）
午
前　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

４
～
５
か
月
児
と
保
護

者 小
金
井
子
育
て
・
子
育
ち

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

交
流
会
「
子
育
て
・
子
育
ち

交
流
カ
フ
ェ
」

エ
ン
ジ
ェ
ル
教
室

申　

込　

電
話
ま
た
は
直
接
、
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎　
０４２

儿　

儿
３
１
４
１
＝
月
曜
・
日
曜

３２１
日
を
除
く
）
へ
。

  　

市
立
小
学
校
校
庭
の
利
用
を
希

望
す
る
団
体
の
平
成　

年
度
分
の

２８

登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

利
用
日
・
利
用
時
間
等
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の

小
・
中
学
生　

人
以
上
で
構
成
さ

１０

れ
、
常
時
８
人
以
上
で
使
用
し
、

年
間
を
通
じ
て
定
期
的
に
活
動
す

る
ス
ポ
ー
ツ
団
体

登
録
用
紙
の
配
布
・
受
付　

１
月

　

日（
月
）～　

日（
金
）に
、
直

１８

２９

接
、
生
涯
学
習
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
７
階
）
へ
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
７
９
）

０４２

３８７

 　

市
立
小
学
校
の
校
庭
開
放
指
導

員
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
遊
び
の

指
導
、
安
全
管
理
な
ど
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
日　

夏
休
み
以
外
の
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
、
春
・
冬
休
み
（　
１２

月　

日
～
１
月
３
日
を
除
く
）
の

２９
遊
び
場
開
放
日

※　

１
校
を
複
数
の
指
導
員
が
交

平
成　

年
度
市
立
小
学
校

２８

校
庭
利
用
団
体
の
登
録
受
付

平
成　

年
度
校
庭
開
放

２８

指
導
員
募
集

替
で
勤
務

勤
務
時
間　

▽
４
月
～　

月
＝
午

１０

後
１
時
～
５
時　

▽　

月
～
３
月

１１

＝
午
後
０
時　

分
～
４
時
（　

月

３０

１１

は
１
時
～
４
時　

分
。
春
休
み
は

３０

１
時
～
５
時
）

謝　

礼　

５
千　

円
（
１
回
）

２００

資
格
等
要
件　

市
内
在
住
の　

歳
１８

以
上
の
方
で
、
４
月
か
ら
１
年
間

継
続
し
て
勤
務
で
き
る
方

募
集
人
員　

若
干
名

選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び
面

接
。
面
接
は
２
月
３
日
（
水
）
午

後
３
時
か
ら
、
生
涯
学
習
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
７
階
）
で
行
い
ま

す
。

選
考
結
果　

応
募
者
全
員
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
書
類

は
返
却
し
ま
す
。

申
込
書
配
布　

１
月　

日
～　

日

１５

２２

に
、
生
涯
学
習
課
で
。

申　

込　

１
月　

日
（
必
着
）
ま

２５

第　
回
定
例
会

１１（
平
成　

年　

月
１
日
開
催
）

２７

１２

【
議　

題
】

▽　

小
金
井
市
指
定
文
化
財
の
指

定
に
つ
い
て
＝
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
た
。

▽　

小
金
井
市
史
編
さ
ん
委
員
会

編
集
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
＝

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

▽　

教
育
委
員
会
事
業
場
安
全
衛

生
委
員
会
委
員
の
任
命
に
関
す

る
代
理
処
理
に
つ
い
て
＝
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

▽　

次
期
「
明
日
の
小
金
井
教
育

プ
ラ
ン
」
（
案
）
に
つ
い
て
＝

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

▽　

第
３
次
小
金
井
市
生
涯
学
習

推
進
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
＝

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

▽　

教
育
に
関
す
る
事
務
に
係
る

予
算
に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て

＝
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

で
に
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
申
込

書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係
（
〒　

儿
８

１８４

５
０
４
住
所
不
要
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
７
９
）
へ
。

【
報
告
事
項
】

　

▽
平
成　

年
第
４
回
小
金
井
市

２７

議
会
定
例
会
に
つ
い
て　

▽
平
成

　

年
度
新
入
学
児
童
・
生
徒
に
つ

２８い
て　

▽
平
成　

年
度
結
核
対
策

２７

委
員
会
の
開
催
結
果
に
つ
い
て　

▽
平
成　

年
度
小
金
井
市
立
小
・

２７

中
学
校
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
結
果
に
つ
い
て

　

会
議
録
（
平
成　

年
第　

回
ま

２７

１０

で
）は
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
第
二
庁
舎
６
階
）
、
図
書
館

本
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
次
回
教
育
委
員
会
の
日
程

と
き
・
と
こ
ろ　

２
月
９
日

（
火
）
午
後
１
時　

分
、
市
役
所

３０

第
二
庁
舎
８
階　

会
議
室

８０１

　

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
会
議

室
で
傍
聴
券
を
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

　

請
願
は
、
い
つ
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問
合
先　

庶
務
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
７
階
☎　

儿　

儿
９
８
７

０４２

３８７

２
）

乳
幼
児
・
義
務
教
育
就
学

児
医
療
費
助
成
制
度 
 

医
療
証
は
お
持
ち
で
す
か
○乳
○子



28・1・155

e

g

f

h

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii

j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j

j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j

　

こ
こ
に
記
載
の
な
い
行
事
や

各
行
事
の
詳
細
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
公
立
小
・
中
学
校
に
配
布

し
て
い
る
「
毎
月
の
た
よ

り
」
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
各
館
共
通

 

＝
未
就
学
児
対
象
（
保
護
者

同
伴
）

 

＝
小
学
生
対
象

 

＝
中
学
生
対
象

 

＝
高
校
生
世
代
対
象

◎
共
通
休
館
日

　

日
曜
日
、　

日
（
祝
）
、　

１１

２９

日
（
月
）

 
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
と
わ
ん
ぱ
く
鍋

　

日
（
土
）午
後
１
時
～
３
時
、

２０雨
天
中
止
。
都
立
武
蔵
野
公
園

く
じ
ら
山
。
鍋
に
入
れ
る
刻
み

野
菜
、
お
わ
ん
、
お
は
し
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
、
動
き
や
す
い

服
装
で
。
高
校
生
世
代
以
上
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
、
貫
井

南
児
童
館
ま
で

今
月
の
お
も
ち
ゃ
病
院　

東
児

童
館
＝
３
日
（
水
）
。
緑
児
童

館
＝
８
日
（
月
）
。
貫
井
南
児

童
館
＝　

日
（
水
）
。
い
ず
れ

１７

も
午
前　

時
～
午
後
１
時
、
１

１０

件　

円
１００

 
乳
幼
児
の
つ
ど
い 
　

毎
週
月

曜
日
は
０
～
２
歳
児
交
流
会
。

毎
週
水
曜
日
は
１
歳
児
交
流

会
。　

日
は
リ
ズ
ム
遊
び
。　

１７

２４

□未□小□中□高

□未

日
は
誕
生
日
会
。
毎
週
木
曜
日

は
０
歳
児
交
流
会
。
４
日
は
、

管
理
栄
養
士
の
食
育
相
談
会
。

　

日
は
絵
本
の
紹
介
。　

日
は

１８

２５

誕
生
日
会
。
い
ず
れ
も
午
前　
１０

時
～
午
後
２
時
。
交
流
会
は
正

午
ま
で
。　

日
（
土
）
は
お
父

１３

さ
ん
と
遊
ぼ
う
。
１
歳
未
満
の

ふ
れ
あ
い
遊
び
。
１
歳
以
上
の

歌
・
音
・
身
体
遊
び
。
午
前　
１０

時
～
正
午

子
ど
も
縁
日　
　

日
（
土
）
午

２７

後
１
時　

分
か
ら

３０

 
常
設
子
育
て
ひ
ろ
ば 
　

月
曜

～
土
曜
日
午
前　

時
～
午
後
４

１０

時
。
１
日
（
月
）は
誕
生
日
会
、

会
食
参
加
費　

円
。３
日
（
水
）

８０

は
お
は
な
し
会
。
８
日
（
月
）

は
リ
サ
イ
ク
ル
。　

日
（
土
）

１３

は
お
と
う
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
。

　

日
（
火
）
は
手
遊
び
。　

日

１６

２２

（
月
）
は
工
作
。
い
ず
れ
も
午

前　

時
か
ら
。　

日
（
月
）
は

１１

１５

リ
ズ
ム
遊
び
、
午
前　

時　

分

１０

３０

か
ら
。　

日
（
水
）
は
離
乳
食

１７

講
座
、
午
前　

時
か
ら
、　

人

１０

１２

（
多
数
抽
選
）
、　

円
、
保
育

１２０

あ
り
、
１
月　

日
～　

日
に
申

２０

２９

し
込
み
（
電
話
可
）

わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ 
 
　
　

日
１５

（
月
）
午
後
３
時　

分
か
ら
、

３０

ぎ
ょ
う
ざ
の
皮
で
ピ
ザ
作
り
、

　

円
、
幼
児
～
小
学
校
３
年

１５０生
、　

人
（
多
数
抽
選
）
、
１

１５

月　

日
～　

日
に
申
し
込
み

２０

２６

（
電
話
可
）

お
は
な
し
会 
 
　
　

日（
木
）

２５

午
後
３
時　

分
か
ら

３０

お
い
で
よ
！
３
・
４
・
５
・
６

 
　
　

日
（
木
）、　

日
（
金
）

２５

２６

午
後
１
時
か
ら

専
門
相
談
事
業　

５
日
（
金
）

子
育
て
相
談
。　

日
（
火
）
思

１６

春
期
相
談
。
い
ず
れ
も
午
前　
１０

時
～
午
後
２
時
（
随
時
受
付
）

□未
□未
□小

□未
□小

□未

中
高
生
世
代
あ
つ
ま
れ　

「
ぷ

！！

れ
い
す
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｊ
Ｉ
」 
 

毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
～
８

時
。　

日
は
と
び
だ
せ
！
中
高

１０

生
の
準
備
②
。　

日
は
ひ
が
じ

１７

食
堂
③
、
ビ
ー
フ
ス
ト
ロ
ガ
ノ

フ
、　

円
１００

と
び
だ
せ
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０
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２４

離
乳
食
講
習
会
、
午
前　

時　
１０

４０
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【情報公開制度とは】
　市が保有する市政情報をどなたにでも原則として公開する制
度です。市が保有する情報は、どなたでも市政情報の公開請求
をすることができます。
【公開の対象となる市政情報】
　職員が職務上作成し、または取得した文書、パソコンなどで
作成した電磁的記録、その他これらに類するもので、市が保有
しているもの
【公開できない市政情報】
　原則として公開ですが、次の情報は公開されないことがあり
ます。
渇　法令などにより、公開できない情報
渇　個人に関する情報
渇　法人などの情報で正当な利益を著しく害すると認められる
情報
渇　市政運営の執行に著しい支障が生じることが明らかに認め
られる情報
渇　公共の安全と秩序に著しい支障が生じることが明らかな情
報
【公開請求の方法】
　公開請求書に次の必要事項を記入のうえ、情報公開コーナー
（市役所第二庁舎６階）まで提出してください。
　郵送やファクス、電子申請による請求もできます。
渇　請求日
渇　あて先＝実施機関名（市長・教育委員会・選挙管理委員
会・監査委員・農業委員会・固定資産評価審査委員会・議
会・土地開発公社）
渇　住所・氏名・電話番号
渇　請求の区分（閲覧・視聴・写しの交付）
渇　市政情報の件名または内容
【公開の決定】
　請求日の翌日から７日（土曜・日曜・祝日を除く）以内に決
定し、書面で公開・一部公開・非公開の区分で通知します。
【公開に必要な費用】
渇　電子複写機による写しはコピー１枚１０円
渇　その他の写しは、写しの作成に要する費用

【個人情報保護制度とは】
　市では、市民の皆さんの個人情報を収集・保有・
利用していますが、個人情報の取り扱いは、プライ
バシーの侵害を防ぎ、基本的人権である個人の尊厳
の擁護についてのルールを定める必要があります。
　市は、個人情報の適正な収集・保有・利用の義務を
課し、皆さんには、自己に関する情報は自分でコン
トロールすることができる権利を保障しています。
【個人情報とは】
　個人に関する情報で、特定の個人が識別され、ま
たは識別され得るものをいいます。
【保有個人情報とは】
　個人情報のうち、文書、電磁的記録などで市が保
有しているものをいいます。
【個人情報を守るために】
個人情報の収集
　個人情報の収集や利用などは、その業務にとって
必要最小限の範囲で行います。
　思想・信条・宗教などに関する個人情報の収集や
利用などは原則として行いません。
　収集はその目的を示して、原則として本人から直
接収集します。
保有個人情報の管理
　保有個人情報の目的外利用または外部提供は、原
則として行いません。
　保有個人情報は、正確で最新のものとし、漏えい
などの事故を防止します。
　コンピュータで処理するときや業務を委託すると
きは必要な措置を講じます。
　個人情報の保有、利用状況を明らかにします。
【自己情報の開示等請求の内容】
渇　開示の請求
渇　誤りがある場合は訂正の請求
渇　規定によらないで収集等しているときは削除の
請求

渇　規定によらないで目的外利用、外部提供をし、

またはしようとしているときなどは中止の請求
【開示ができない場合】
　本人に開示することが原則ですが、次の個人情報
は開示されないことがあります。
渇　法令により、開示しないことが定められている
もの
渇　他の個人情報を漏らすことになるとき
渇　市の公正な職務執行に著しい支障が生じること
が明らかなもの
渇　情報公開・個人情報保護審議会の意見を聴いて
公益上必要であると認めたとき
【自己情報の開示等請求の方法】
　開示等請求書に次の必要事項を記入のうえ、本人
を確認する書類（運転免許証、パスポートなど）を
添えて、情報公開コーナー（市役所第二庁舎６階）
まで提出してください。
渇　請求日
渇　あて先＝実施機関名（市長・教育委員会・選挙
管理委員会・監査委員・農業委員会・固定資産評
価審査委員会・議会・土地開発公社）
渇　住所・氏名・電話番号
渇　請求の区分（閲覧・写しの交付・訂正・削除・
目的外利用等の中止）　
渇　請求に係る保有個人情報の記録の内容
【開示等の決定】
　開示請求は、請求日の翌日から７日（土曜・日
曜・祝日を除く）以内、訂正・削除・目的外利用等
の中止請求は、２０日（土曜・日曜・祝日を除く）以
内に決定し、通知します。
【開示に必要な費用】
渇　電子複写機による写しはコピー１枚１０円
渇　その他の写しは、写しの作成に要する費用
!
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　情報公開決定および保有個人情報開示等決定
に不服がある場合は、決定のあったことを知っ
た日の翌日から６０日以内に不服申し立てをする
ことができます。不服申し立ては、第三者機関
の情報公開・個人情報保護審査会の審査を経て
最終の決定となります。
問合先　総務課情報公開係（☎０４２−３８７−９９２６）

情報公開制度・個人情報保護制度を紹介しま情報公開制度・個人情報保護制度を紹介しますす
プライバシーを守るために〈個人情報保護制度〉開かれた市政を実現するために〈情報公開制度〉
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⑤その他の手当（平成２７年４月１日現在）
職員１人当た
り平均支給年
額（平成２６年
度決算）

支給実績
（平成２６年
度決算）

国の制度と
異なる内容

国の
制度と
の異同

内容および
支給単価手当名

２０７,２０１円４９,５２１千円

支給対象者、支給単
価
【国】
（１）配偶者１３,０００円
（欠配一子１１,０００円）
（２）配偶者以外の扶
養親族６,５００円
※　満１６歳年度初め
から満２２歳年度末
までの子がいる場
合の加算５,０００円

異なる

配偶者月額１３,５００
円
その他の扶養親族
１人につき月額
６,０００円
※　満１６歳年度初
めから満２２歳年
度末までの子が
いる場合の加算
４,０００円

扶養
手当

８５３,９０８円５５,５０４千円
支給制度、対象者、
支給割合
【国】
４６,３００～１４６,４００円

異なる
管理または監督の
地位にある一定範
囲の職員に対して
５３,９００～８５,１００円

管理職
手当

６８,９４１円２４,４０５千円

支給対象者、支給対
象区分、支給単価
【国】
借家・借間
支給限度額２７,０００円

異なる
管理職者を除く
３５歳未満賃貸世帯
主等１５,０００円

住居
手当

９７,５７１円５０,５４２千円
交通用具使用者の支
給額
【国】
２,０００～３１,６００円

異なる

交通機関利用者運
賃相当額
交通用具使用者
通勤距離に応じて
支給

通勤
手当

⑶職員の手当の状況
①期末手当・勤勉手当（平成２６年度）

東京都小金井市
１,７３４千円１,４６９千円１人当たり平均支給額

２.６０月分（１.４５月分）２.７５月分（１.５０月分）期末手当支給割合 １.６０月分（０.７５月分）１.４５月分（０.７０月分）勤勉手当
職制上の段階、職務の級等による加算措置あり

加算措置の状況 渇職務段階別加算３～２０％
渇管理職加算１５～２５％　　職務段階別加算３～２０％

※　（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。
※　部長職に対しては、勤務成績の評定の結果を勤勉手当に反映させています。

②退職手当（平成２７年４月１日現在）
東京都小金井市区　分 勧奨・定年自己都合勧奨・定年自己都合

２３.５０月分２３.５０月分２３.５０月分２３.５０月分勤続２０年
３１.５０月分３１.５０月分３１.５０月分３１.５０月分勤続２５年
４５.００月分４５.００月分４５.００月分４５.００月分勤続３５年
４５.００月分４５.００月分４５.００月分４５.００月分最高限度額

定年前早期退職特例措置
（２～２０％加算）

定年前早期退職特例措置
（２～２０％加算）その他の加算措置

２２,９８８千円２,５４６千円２４,５０２千円６,０７４千円１人当たり平均支給額
※　退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２６年度に退職した職員に支給された平均額
です。

③地域手当（平成２７年４月１日現在）
国の制度
（支給率）

支給対象
職員数支給率支給

対象地域
１人当たり平均支給年額
（平成２６年度決算）

支給実績
（平成２６年度決算）

１１％６３７人１１％小金井市３７２,５０４円２３７,２８５千円

④時間外勤務手当
１人当たり平均支給年額支給実績

４７３千円２６３,４５２千円平成２５年度決算
４２１千円２３３,８０１千円平成２６年度決算

①給料・報酬
給料月額等区　分
８６８,５００円
（９６５,０００円）市　長

給　料 ７８３,７５０円
（８２５,０００円）副市長

５７５,０００円議　長
報　酬 ５２０,０００円副議長

４９０,０００円議　員

③退職手当
支給
時期１期の手当額算定方式区　分

任期
ごと

１３,５１０,０００円給料月額×
（在職年数×３.５）市　長

 ９,９００,０００円給料月額×
（在職年数×３.０）副市長

※　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現
在の減額前の給料月額および支給率に基づき、
１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手
当の見込額です。

※　市長・副市長については、給料の減額を実施
しており、（　）内は減額前の支給月額です。

②期末手当
議長、副議長、議員市長、副市長

３.９５月分
（平成２６年度
支給割合）

３.９５月分
（平成２６年度
支給割合）

⑷特別職の報酬等の状況（平成２７年４月１日現在）

③職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成２７年４月１日現在） （円）
経験年数３０年経験年数２５年経験年数２０年経験年数１０年区　分
４４６,３４０３８４,０００３６７,２６７２６８,６４５大学卒一般行政職 ３７３,９６７３１９,０００害害高校卒
３６７,０００３１９,３００害２３９,５５０高校卒技能労務職

４職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

８：３０ 休憩時間 １７：１５

１２：００ １３：００

⑴職員の勤務時間、休憩時間の概要
　（本庁舎、第二庁舎勤務職員の一般的な例）

⑶主な休暇の取得状況
年次有給休暇
取得率

年次有給休暇
平均取得日数

３４.２％１２.６日
※　平成２６年１月～１２月の期間を対象としています。

⑵休暇制度の概要
　休暇制度の種類は、年次有給休暇、公民権の行使、育児時間、出産支援休暇、育児参加
休暇、子どもの看護休暇、生理休暇、産前および産後の休養、病気休暇、夏季休暇、ボラン
ティア休暇、骨髄液提供等休暇、結婚休暇、忌引、介護休暇、短期の介護休暇があります。

部分休業取得者数育児休業取得者数
７人２２人

※　平成２６年度に新たに取得した職員数です。

５職員の休業の状況

⑵懲戒処分の状況（平成２６年度）
　懲戒処分とは、地方公務員法第２９条の規定により、公務における規律と秩序を維持する
ことを目的として、職員に法令等の違反、職務上の義務の違反、全体の奉仕者たるにふさ
わしくない非行のあった場合などに行う処分です。

処分者数
合　計免　職停　職減　給戒　告
１人０人１人０人０人

⑴分限処分の状況（平成２６年度）
　分限処分とは、地方公務員法第２８条の規定により、公務能率を維持することを目的とし
て、職員がその職責を十分に果たすことができない一定の事由のある場合に、職員の意に
反して行う処分です。

処分者数（延べ人数）
合　計休　職免　職降　任
３９人３９人０人０人

※　同一職員の再処分の場合も含みます。

６職員の分限処分および懲戒処分の状況

　地方公務員法第３０条では、服務の根本基準として、「全て職員は、全体の奉仕者として
公共の利益のために勤務し、且つ、職務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念し
なければならない。」と規定しています。職員が守るべき義務は、次のとおりです。 （人）

営利企業
等の従事
制限

争議行為
等の禁止

政治的行
為の制限

職務に専
念する義
務

秘密を守
る義務

信用失墜
行為の禁
止

法令等お
よび上司
の職務上
の命令に
従う義務

区　分

０００００３０違反者数
（平成２６年度）

７職員の服務の状況

８職員の研修および勤務成績の評定の状況
⑴職員研修の実施状況（平成２６年度）

受講者数
（延べ人数）研修内容等区　分

１１９新任職員研修、現任研修、主任職研修等職層別研修

独自研修  ５８文書実務研修、経理実務研修、ホームページ操
作研修実務研修

４７７上級救命講習、情報セキュリティ研修、ＯＪＴ
研修等その他

２８０職層別研修、法務研修、能力開発研修、実務研
修等

東京都市町村
職員研修所派遣研修

 １５自治大学校、市町村職員中央研修所、第３ブロ
ック合同研修その他

⑵職員の勤務成績の評定（人事考課）
　「職員の能力開発、人材育成」、「客観的かつ公平で信頼性の高い人事管理の実施」、
「組織力の向上」を目的とし、職員の人事考課を行っています。

内　容区　分
毎年４月１日から翌年３月３１日まで考課期間
毎年１月１日考課基準日
第１次考課、第２次考課、第３次考課（部長職者は第２次考課まで。）考課の構成
実績（目標管理）および能力について、５段階による絶対評価を行う。考課の方法

９職員の福祉および利益保護の状況
⑴福利厚生事業について
①福利厚生事業の概要

主な事業内容区　　　分
保健給付、年金、福祉事業等東京都市町村職員共済組合共済制度
公務災害、通勤災害等地方公務員災害補償基金公務災害補償制度
定期健康診断、産業医による健康相
談等職員健康診断、職員健康相談安全衛生管理
職場巡視等安全管理、職場衛生
カフェテリアプラン事業、各種福利
厚生サービスの割引提供（外部委
託）、慶弔金の給付等

小金井市職員互助会互助制度

⑵利益の保護の状況
①勤務条件に関する措置の要求の状況
　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、適当な措置が
取られるべきことを要求をすることができます。平成２６年度の継続件数、措置要求件数、
完結件数、繰越件数はいずれも０件でした。
②不利益処分に関する不服申し立ての状況
　職員は、懲戒その他その意に反する不利益な処分を受けた場合、公平委員会に対して不
服申し立てをすることができます。平成２６年度の継続件数、申し立て件数、完結件数、繰
越件数はいずれも０件でした。

②公務災害等の発生状況（平成２６年度）
発生件数区　分
３件公務災害
０件通勤災害

③職員互助会の状況（平成２６年度）
公費負担率市交付金額会費収入額
１：０.９８,５１７,６００円９,４６４,０００円

※　金額は、交付決定時点のものです。
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小金井市人事行政の運営等の状況小金井市人事行政の運営等の状況をを
お知らせしまお知らせしますす

　地方公務員法の規定により、地方公共団体における人事行政の公正性・透明
性を高めるため、人事行政の運営等の状況を公表することが義務付けられてい
ます。
　市では、小金井市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、市
職員の給与・定員管理等のほか、職員の採用、退職の状況や勤務条件などを公
表しています。
　なお、この内容は市ホームページでもご覧いただけます。
問合先　職員課人事研修係（☎０４２−３８７−９８０８）、給与に関することについて
は職員課給与厚生係（☎０４２−３８７−９８０９）、定員適正化計画については企画政
策課企画政策係（☎０４２−３８７−９８２６）

⑴採用者数および退職者数の状況（平成２６年度） （人）
退職者数採用者数

職　種 合計任期
満了

死亡
退職失職懲戒

免職
分限
免職

普通
退職

定年
退職合計任期付一般職

１１１００００　６　４１０　３　７事務職
１４３００００　７　４１２　７　５技術職
　４０００００　２　２　０　０　０技能職
２９４００００１５１０２２１０１２合　計

※　分限免職＝公務能率を維持する目的で職をやめさせたものです。
※　懲戒免職＝職員の非違行為に対して懲戒処分として職をやめさせたものです。
※　失職＝地方公務員法第１６条（欠格条項）に該当した場合、職員でなくなることです。
※　任期満了＝任期付職員がその任期を終えることです。

１職員の任免および職員数に関する状況

②部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在） （人）

主な増減理由対前年
増減数

職員数区　分 平成２７年度平成２６年度
害０１０１０議　　会

一
般
行
政
部
門

普
通
会
計
部
門

欠員補充による増３１３２１２９総　　務
再任用職員退職補充による増１４９４８税　　務

害０２１５２１５民　　生
日野市派遣研修による増２５８５６衛　　生

害０１１農林水産
害０６６商　　工

退職者欠員対応による減△２５２５４土　　木
害４５２３５１９小　　計

退職者欠員対応による減△６９８１０４教　　育
害△２６２１６２３小　　計
害０９９下 水 道公

営
企
業
等

会
計
部
門

害０４１４１そ の 他
害０５０５０小　　計

〈参考〉人口１万人当たりの
職員数　５７.０２人△２６７１

（７９０）
６７３
（７９０）合　　計

※　職員数には教育長およびフルタイム勤務の再任用職員を含みます。ただし、平成２７年
度より教育長は特別職となったため、職員数に含みません。
※　（　）内は条例定数の合計です。

⑶定員適正化計画の数値目標および実績 （人）
平成２８年度平成２７年度
６６２６５４計画数（目標）

※　各数値には教育長を含みます。

平成27年度 0 10 68 100 103 84 82 69 85 37 31 1 （人）
平成22年度 0 21 108 99 70 76 75 74 35 37 129 1 （人）
今年度の構成比 0.0 1.5 10.1 14.9 15.4 12.5 12.3 10.3 12.7 5.5 4.6 0.2 （％）
５年前の構成比 0.0 2.9 14.9 13.7 9.7 10.5 10.3 10.2 4.8 5.1 17.8 0.1 （％）
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③年齢別職員構成の状況（平成２７年４月１日現在）

⑵職員数の状況
①職員数の状況（各年４月１日現在） （人）

内訳
正職員

内訳
理事者区分 主事職主任職係長職課長

補佐職課長職部長職教育長副市長市長

３１８１５０１３１１６３９１４６６８１２１４平成２６年度
３２０１４８１３４９４７１２６７０１１１３平成２７年度

計派遣職員臨時職員非常勤嘱託職員再任用職員区分
１１０５47929159平成２６年度
１０９０39827343平成２７年度

３職員の給与の状況
⑴総括
①人件費の状況（平成２６年度普通会計決算・速報値）

平成２５年度
人件費比率

人件費比率
（Ｂ／Ａ）人件費Ｂ実質収支歳出額Ａ住民基本

台帳人口
１６.６％１６.６％６,０７０,７７３千円１,５２１,１２５千円３６,４５８,１２７千円１１７,４２７人

※　住民基本台帳人口は、平成２７年１月１日現在の人数です。

②職員給与費の状況（平成２６年度普通会計決算・速報値）
１人当たり
給与費
Ｂ／Ａ

給与費
職員数Ａ 合計Ｂ期末・

勤勉手当職員手当給　料

６,１４４千円３,８２１,３４０千円９１３,８７６千円６５１,４７０千円２,２５５,９９４千円６２２人
※　職員数は、平成２６年４月１日現在の人数です。また、職員手当には退職手当を含みま
せん。

※　給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が
含まれ、職員数には当該職員を含んでいません。

③ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）
類似団体平均全国市平均小金井市
９８.４９８.８１０３.４平成２３年
９９.１９８.８１０２.１平成２４年
９８.７９８.５１０２.６平成２５年
９８.７９８.６１０２.７平成２６年

※　ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較
するため、国の職員数（構成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国
の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を１００として計算した指数です。

※　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単
純平均したものです。

※　平成２４年および平成２５年は、国家公務員の時限的な（２年間）給与改定・臨時特例法
による給与減額措置がないとした場合の値です。

⑵職員の平均給与月額、初任給等の状況
①職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成２７年４月１日現在）
一般行政職

平均給与月額
（国比較ベース）平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分

３５５,９５１円４１１,７７５円３００,５００円３９.１歳小金井市
４００,２４６円４５４,８８６円３１８,５１３円４１.６歳東京都

技能労務職
公務員区　分 平均給与月額（国比較ベース）平均給与月額（Ａ）平均給料月額平均年齢

３７７,６６０円３８９,５４４円３３１,７００円４７.２歳小金井市
３６５,０７８円３９７,２３２円２９３,４８３円４８.１歳東京都

※　平均給料月額＝平成２７年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均額で
す。

※　平均給与月額＝給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤
務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査にお
いて明らかにされているものです。

※　平均給与月額（国比較ベース）＝比較のため国家公務員と同じベース（時間外勤務手
当等を除いたもの）で再計算したものです。

②職員の初任給の状況（平成２７年４月１日現在） （円）
東京都小金井市区　分
１８１,２００１８１,２００大学卒一般行政職 １４３,０００１４３,０００高校卒
１３９,５００１３９,５００高校卒技能労務職

※　この初任給のほか、扶養手当、地域手当、住居手当、通勤手当などが支給されます。

２職員の競争試験および選考の状況
⑴採用試験実施状況（平成２６年度） （人）

合格者受験者応募者職　種区分
１１２３９３００一般事務

上級職

８４８５５一般事務（民間企業等経験者）※
２１５２０土木技術
２１４１４土木技術※
１８９保健師
１５５保健師※
２８８福祉職
１８９児童厚生員

中級職 ３１０１０一般事務（身体に障がいのある方対象）
０４４一般事務（身体に障がいのある方対象）※

（注）　 平成２７年４月採用分（ただし、※印は平成２７年６月採用分）

⑵昇任試験実施状況（平成２６年度） （人）
合格者申込率受験申込者選考区分 合計女男全体女男合計女男

１０１９２６.９％１３.２％３４.３％２９５２４係長職・専任主査職
１１４７３４.８％１７.５％６２.３％５５１７３８主任職
０００　０.０％　０.０％　０.０％０００統括技能長職
２１１５３.３％６０.０％５０.０％８３５技能長職・専任技能主査職
１１０２８.６％　７.１％３０.０％４１３技能主任職
２４７１７３２.７％１８.１％４６.４％９６２６７０合　計
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２
月
の
相
談
日

ところ・問合先と　き相談名
広報秘書課広聴係（市役所第二
庁舎１階☎０４２−３８７−９８１８）

月曜〜金曜日
（市役所執務時間内）市 民 相 談

渇ところ＝市民相談室
渇予約が必要です。
渇法律相談、交通事故相談、外
国人相談は、１月１８日から、
直接または電話で受け付け。

　法律相談は各日とも６人
渇その他の相談は、相談日の当
日午前９時〜正午に、直接ま
たは電話で受け付け

渇広報秘書課広聴係（☎０４２−
３８７−９８１８）へ予約してくだ
さい。

２月１６日　February１６
午前１０時〜正午
１０：００am−１２：００am

 外  国  人  相  談 
がい こく じん そう だん

（English）

午前９時
〜正午

２月２・４・９・１６・
１８・２３・２５日法 律 相 談

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
か
ら

３０

２月１０・２４日税 務 相 談

２月１５日人 権 ・
身の上相談

２月３日建築・登記・
表示登記相談

２月１８日行 政 相 談

２月１７日相続等暮らしの
書類作成相談

２月９日交通事故相談

渇ところ＝市民相談室
渇企画政策課男女共同参画室
（☎０４２−３８７−９８５３）へ予約し
てください。

２月５・１２・１９・２６日
午後１時３０分〜４時３０分
※　保育あり（１歳以上の未就学
児。１か月前までに要事前申
込）

女性総合相談
（夫婦・家族・
人間関係）

子育て支援課（市役所第二庁舎
３階☎０４２−３８７−９８３６）

月曜〜金曜日
（市役所執務時間内）

母子（ひとり
親）・女性相談

教育相談所（本町６−５−３シ
ャトー小金井別館３階☎０４２−
３８４−２５０８）

月曜〜土曜日
午前９時〜午後４時３０分教 育 相 談

経済課（市役所第二庁舎４階☎
０４２−３８４−４９９９）

月曜〜金曜日
午前９時３０分〜午後４時
（正午〜午後１時を除く）

消費生活相談

労働相談情報センター国分寺事
務所（国分寺市南町３−２２−１０
☎０４２−３２１−６１１０）

月曜〜金曜日
午前９時〜午後５時労 働 相 談

ところ・問合先と　き相談名

渇小金井きた地域包括支援センター
（桜町１−９−５☎０４２−３８８−２４４０）

渇小金井みなみ地域包括支援センター
（前原町５−３−２４☎０４２−３８８−８４００）

渇小金井ひがし地域包括支援センター
（中町２−１５−２５☎０４２−３８６−６５１４）

渇小金井にし地域包括支援センター
（貫井北町２−５−５☎０４２−３８６−７３７３）

月曜〜土曜日
午前９時〜午後５時３０分

高齢者介護
相 談

火曜日＝小金井ひがし地域
包括支援センター
第２木曜日＝小金井みなみ
地域包括支援センター
第４木曜日＝小金井きた地
域包括支援センター
いずれも午後１時３０分〜４
時３０分
※　電話で各地域包括支援
センターへ予約してくだ
さい。

高齢者向け
住宅改修相談

まちづくり推進課住宅係（市役所第二
庁舎５階☎０４２−３８７−９８６１）へ１週間
前までに予約してください。

２月１０日
午後１時３０分〜４時３０分

木 造 住 宅
耐 震 相 談

シルバー人材センター（貫井北町１−
８−２１☎０４２−３８３−６１４１）

第１・２木曜日
午前１０時〜正午
（午前１０時までに来所の方）

シルバー人材
セ ン タ ー
入 会 相 談

ふれ愛センター（福祉会館１階☎０４２
−３８７−１２３４）

月曜〜金曜日
（第１・３火曜日を除く）
午前９時〜午後４時

福祉機器相談

福祉オンブズマン事務局（福祉会館２
階☎ ＝０４２−３８３−１２２５）へ予約して
ください。

FAX水曜日午後１時〜５時福祉サービス
苦情・相談

渇ボランティア・市民活動センター
（福祉会館２階相談室☎０４２−３８７−
００１１）
渇予約制（１日２組まで）

第２土曜日
午前１０時〜午後１時

ひきこもり
相 談

自立相談サポートセンター（福祉会館
４階☎０４２−３８６−０２９５）

月曜〜金曜日
午前８時３０分〜午後５時

生活困窮者
自 立 相 談

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　ＦＣ東京・市民スポーツボランティ
ア（通称「スポボラ」）は、味の素ス
タジアムで行われるＪリーグＦＣ東京
のホームゲーム運営を支えるボランテ
ィアスタッフです。
　チームとともに戦い、一緒に楽しく
活動する仲間を募集しています。この
たび、活動内容の紹介や会員登録・活
動方法の説明会を行います。
と　き　１月３０日（土）午後１時〜２
時（０時３０分受付開始）
ところ　鹿島建設技術研究所地下１階
大会議室（京王線飛田給駅南口徒歩２

分）
対　象　１５歳以上の方（中学生は平成
２８年３月に卒業予定の方）。１７歳以下
の方は保護者の承認（署名・捺印）が
必要です。
申込方法　当日直接会場へ。
その他　当日、写真２枚（縦３㎝×横
２.５㎝）をご持参ください。
問合先　ＦＣ東京・市民スポーツボラ
ンティア事務局（☎０４２−３４３−９５４０）
※　この事業は、ＦＣ東京との連携事
業です。

FC東京・市民スポーFC東京・市民スポーツツ
ボランティア新規会員説明ボランティア新規会員説明会会

　市では、市ホームページに掲載するバナー広告を募集しています。有効な広
告媒体として、ぜひ、ご活用ください。
掲載場所　市ホームページのトップページ
掲載期間　各月１日から１か月単位（最長１２か月）
掲載料（１枠）　 渇１か月＝３０,０００円　渇３か月＝８５,５００円（月額２８,５００円）
渇６か月＝１６２,０００円（月額２７,０００円）渇１２か月＝２８８,０００円（月額２４,０００円）
申込書配布　市ホームページから「小金井市広告掲載申込書」「小金井市ホー
ムページバナー広告掲載申込内容書」をダウンロードしてください。
申　込　郵送または直接、申込書等に必要事項を明記し、情報システム課情報
システム係（〒１８４−８５０４住所不要・市役所第二庁舎６階☎０４２−３８７−９８２７）
へ。

市市ホホーームムペペーージジのの
ババナナーー広広告告募募集集

市ホームページ市ホームページのの
バナー広告募バナー広告募集集

　サッカーＪ１リーグＦＣ東京の選手が平成２７年１２月１５日に市長を表
敬訪問し、シーズン終了報告を行いました。
　当日訪れた、丸山選手（写真上段左）、田邉選手（同左から２人
目）、野澤選手（同左から３人目）サンダサ選手（同右）は、シーズ
ンを振り返り、リ
ーグ戦などの報告
を行いました。
　また、選手への
質問コーナー、選
手と握手、記念撮
影など子どもたち
との交流で盛り上
がりました。

FC東京の選手がJ1リーグ2015FC東京の選手がJ1リーグ2015年年
シーズン年次報告を行いましシーズン年次報告を行いましたた

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
市

２８

内
に
償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方

は
、
そ
の
所
有
状
況
を
２
月
１
日

ま
で
に
資
産
税
課
へ
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年　

月
１
日
に

２７

１２

申
告
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、

該
当
す
る
資
産
を
お
持
ち
の
方

で
、
申
告
書
が
届
い
て
い
な
い
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
」
に
よ

る
電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。
利
用

方
法
等
の
詳
細
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.

eltax.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※　

償
却
資
産
と
は
、
土
地
・
家

屋
以
外
の
資
産
で
、
建
築
設

備
、
駐
車
場
の
舗
装
路
面
、
機

械
、
装
置
、
運
搬
具
、
器
具
、

備
品
な
ど
の
事
業
に
使
用
し
て

い
る
資
産
の
こ
と
で
す
。

問
合
先　

資
産
税
課
家
屋
係
（
市

役
所
第
二
庁
舎
３
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
２
１
）

 　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

む　

歳
以
上　

歳
未
満
の
す
べ
て

２０

６０

の
方
が
加
入
し
、
保
険
料
（
平
成

　

年
度
月
額
１
万
５
千　

円
）
の

２７

５９０

納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
（
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
方
を
除
く
）

　

保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
、
将

来
受
給
す
る
年
金
額
が
減
額
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
の
と
き

に
、
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
な
ど

が
受
給
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

歳
に
な
る
方
に
は
、
立
川
年

２０
金
事
務
所
か
ら
「
国
民
年
金
被
保

険
者
資
格
取
得
届
書
（　

歳
適

２０

用
）」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
加

入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難

　

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

２０加
入
の
手
続
き
を

な
場
合
は
、
申
請
免
除
や
学
生
納

付
特
例
・
若
年
者
納
付
猶
予
な
ど

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

保
険
年
金
課
国
民
年
金

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
４
）

０４２

３８７

 
期　

間　

１
月　

日
（
月
）
～
３

１８

月　

日
（
金
）

１８
そ
の
他　

次
回
所
蔵
作
品
展
は
、

３
月　

日
（
土
）
か
ら
開
催
し
ま

１９

す
。

問
合
先　

同
美
術
館
（
☎　

儿　
０４２

３８４

儿
９
８
０
０
＝
月
曜
日
を
除
く
午

前　

時
～
午
後
５
時
）

１０

 　

弁
護
士
会
多
摩
支
部
・
法
テ
ラ

ス
多
摩
共
催
の
弁
護
士
に
よ
る
法

律
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
月
）
午
後

２２

１
時　

分
～
４
時　

分

３０

４０

市
立
は
け
の
森
美
術
館

展
示
替
え
に
よ
る
臨
時
休
館

ご
相
談
く
だ
さ
い

法
律
巡
回
相
談

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
１
階

市
民
相
談
室

定　

員　

５
人
（
申
込
順
。
１
人

　

分
）

３０申　

込　

１
月　

日
か
ら
、
電
話

１８

ま
た
は
直
接
、
広
報
秘
書
課
広
聴

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
１
８
）
へ
。

３８７

 
対　

象　

昭
和　

年
５
月　

日
以

５６

３１

前
に
建
築
さ
れ
た
市
内
の
木
造
２

階
建
て
以
下
の
一
戸
建
て
住
宅

実
施
予
定
件
数　
　

件（
申
込
順
）

３０

実
施
調
査
機
関　
（
一
社
）東
京
都

建
築
士
事
務
所
協
会
南
部
支
部

申　

込　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
番
号
・
建
築
年
月
日
を
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
６
１ 
　

儿　

儿
２

３８７

０４２

３８７

３
３
１
死s0

6
0
8
9
9
@
ko
gan
e

i-sh
i.jp

）
へ
。

木
造
住
宅
無
料
簡
易
耐
震

診
断

FAX

事
業
経
営
者
の
方

事
業
経
営
者
の
方
はは

償
却
資
産
の
申
告

償
却
資
産
の
申
告
をを



28・1・159

健
康
課
健
康
係（
☎
042―

321―

１
２
４
０
）

 　

左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
案
内
状
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
届
か
な
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
課

２
月
の
乳
幼
児
・

産
婦
健
康
診
査

対　象と　き健康診査名

平成２７年１０月生ま
れの乳児と母親

２／４（木）３〜４か月児・
産婦健康診査 　／１８（木）

平成２６年７月生ま
れの幼児

２／２（火）１歳６か月児
健康診査 　／１６（火）

平成２５年１月生ま
れの幼児

２／１０（水）３歳児
健康診査 　／２４（水）

   問合先　健康課害害各種事業案内 各種事業案内 害害
内　容ところと　き

▷身体測定、育児および保健・栄養相談
▷母乳相談（婦人会館、公民館東分館の
み）
▷歯科相談（公民館東分館のみ）
▷身体測定のみも可。気軽に直接会場へお
越しください。

公民館貫
井南分館

２月３日（水）
１３：３０〜１５：３０

乳幼児健康相談
（のびのび広場相談）

婦人会館２月９日（火）
１３：３０〜１５：３０

公民館東
分館

２月１７日（水）
１３：３０〜１５：３０

▷身体測定、育児および保健相談
▷助産師の日は母乳相談（妊婦含む）
▷身体測定のみも可　▷相談は要予約

保健セン
ター

▷助産師＝
２月２５日（木）
▷保健師＝
２月４日（木）、
１８日（木）
いずれも
９：３０〜１１：３０

▷血圧測定、
健康相談など
▷医師との相
談は１３：３０〜
１４：４５（要予
約）

［担当医］
原崎（内科健診結果説明）
大玉（呼吸器内科）

福祉会館
５階

２月１２日（金）
１３：３０〜１５：３０成人健康相談

（医師・保健師）
三澤（内科健診結果説明）
千賀（皮膚科）

公民館東
分館

２月２６日（金）
１３：３０〜１５：３０

▷食生活で気になることや食事療法、離乳
食など
▷要予約　▷別の日程を希望の方は、ご相
談ください。

保健セン
ター

２月１９日（金）
１３：３０〜１５：３０

栄養相談
（管理栄養士）

※　保健師・管理栄養士・歯科衛生士による電話相談は随時受け付けます。

と　

き　

２
月　

日
（
木
）
午
後

２５

１
時　

分
～
３
時

３０

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
５
階

講　

師　

浅
沼
和
生
さ
ん
（
市
医

師
会
会
員
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

申　

込　

１
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　

２
月
４
日
（
木
）
、　
１８

日
（
木
）
午
前
９
時　

分
～　

時

３０

１０

　

分
４５と

こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

１
歳
未
満
の
乳
児
（
標

準
的
な
接
種
年
齢
は
、
生
後
５
か

月
～
８
か
月
未
満
）

注
意
事
項　

前
日
の
夜
か
ら
接
種

す
る
腕
（
左
腕
）
へ
の
塗
り
薬
は

控
え
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

健
康
課

  
と　

き　

２
月　

日
（
月
）
午
後

２９

１
時
か
ら
、
１
時　

分
か
ら
、
１

１５

時　

分
か
ら
（
終
了
は
３
時
ご

３０
ろ
）

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

妊
婦
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

妊
婦
歯
科
健
診

申　

込　

１
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　

２
月　

日
（
金
）
午
後

２６

２
時
～
３
時　

分
３０

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
５
階

内　

容　

管
理
栄
養
士
・
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
講
義
、
試
食
な
ど

対　

象　

お
お
む
ね
８
～　

か
月

１１

児
の
保
護
者

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１８

そ
の
他　

母
子
同
室
で
す
。
子
ど

も
連
れ
の
方
は
、
申
込
時
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

申　

込　

１
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

離
乳
食
教
室

３
回
食
へ
の
進
め
方

で
健
康
課
へ
。

 　

ふ
だ
ん
料
理
を
す
る
人
も
、
し

な
い
人
も
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
簡
単
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

と　

き　

２
月　

日
（
火
）
午
前

２３

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

市
内
在
住
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

１
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
健
康
課
へ
。

簡
単
！
バ
ラ
ン
ス
よ
く

お
い
し
い
食
事

と　

き　

２
月
６
日
（
土
）
午
後

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

本
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
、

認
知
症
高
齢
者
の
介
護
を
さ
れ
て

い
る
方
、
認
知
症
ケ
ア
に
関
心
の

あ
る
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

申　

込　

１
月　

日
か
ら
、
同
セ

１５

ン
タ
ー（
☎　

儿　

儿
８
０
１
１
）

０４２

３８８

へ
。

 　

誰
で
も
簡
単
に
作
れ
る
介
護
食

や
栄
養
補
助
食
品
の
使
い
方
を
管

理
栄
養
士
と
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん

か
。

　

な
お
、
介
護
が
必
要
な
方
が
い

て
、
参
加
が
難
し
い
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月
６
日
（
土
）
午
後

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

小
金
井
ひ
が
し
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

定　

員　
　

人
（
申
込
順
。
介
護

１５

者
を
優
先
）

申　

込　

１
月　

日
か
ら
、
同
セ

１５

ン
タ
ー（
☎　

儿　

儿
６
５
１
４
）

０４２

３８６

へ
。

 　

鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
の
基
本
か
ら
始

め
、
後
半
で
は
植
物
画
を
描
き
、

水
彩
絵
の
具
で
仕
上
げ
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日
～
３
月　

日

２７

１６

ま
な
ぶ
・
語
る
・
つ
な
が
る

家
族
の
会

高
齢
者
い
き
い
き
活
動
講
座

デ
ッ
サ
ン
入
門
か
ら

水
彩
植
物
画
ま
で

の
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時　

分
～

３０

３
時　

分
（
全
８
回
）

３０

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
２
階
集
会
室

講　

師　

長
澤
素
子
さ
ん
（
美
術

教
師
）

対　

象　

市
内
在
住
の
、
お
お
む

ね　

歳
以
上
の
方

６０
定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

企
画
運
営　

高
齢
者
い
き
い
き
活

動
推
進
員

申　

込　

１
月　

日
（
必
着
）
ま

２０

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
社
会
福
祉
協
議

会
「
デ
ッ
サ
ン
入
門
係
」
（
〒　
１８４

儿
０
０
１
２
中
町
４
儿　

儿　

☎

１５

１４

　

儿　

儿
０
２
９
４
）
へ
。

０４２

３８６

  　

武
蔵
野
税
務
署
の
担
当
者
を
招

い
て
無
料
の
個
別
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
に
必
要
な
書

類
・
証
明
書
等
を
お
持
ち
い
た
だ

け
れ
ば
そ
の
場
で
申
告
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月
５
日
（
金
）
午
前

　

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

１０（
１
人　

分
）

３０

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
本
町
作
業
所
（
本
町
６
儿
５
儿

　

）
１６対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６０

の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

シ
ニ
ア
向
け

確
定
申
告
個
別
相
談
会

申　

込　

１
月　

日
か
ら
、
電
話

１８

で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

　

儿　

儿
６
１
４
１
）
へ
。

０４２

３８３

  　

精
神
科
医
や
家
族
会
の
方
を
講

師
に
迎
え
、
精
神
障
が
い
へ
の
理

解
を
深
め
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い

の
あ
る
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

交
流
会
も
行
い
ま
す
。

と　

き　

２
月
５
日
～　

日
の
毎

２６

週
金
曜
日
午
後
２
時
～
４
時
（
全

４
回
）

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
Ａ

会
議
室

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

参
加
費　
　

円
（
資
料
代
）

５００

申　

込　

１
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

ま
た
は
直
接
、
小
金
井
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
福

祉
会
館
２
階
☎　

儿　

儿
０
０
１

０４２

３８７

１
）
へ
。

 　

自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
身
体
機
能
・
生
活
能
力
の
維

持
向
上
等
に
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
日
時　

毎
週
月
曜
・
木
曜
・

金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

同
セ
ン
タ
ー

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
を
取

得
し
て
い
る　

歳
未
満
の
方
で
、

６５

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽　

身
体
に
障
が
い
が
あ
り
、
機

能
回
復
訓
練
を
希
望
す
る
方

▽　

病
気
に
よ
り
会
話
が
不
自
由

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
儿
心
の
や
ま
い

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

リ
ハ
ビ
リ
に
ご
利
用
を

に
な
り
、
言
語
訓
練
を
希
望
す

る
方　

費　

用　

障
害
者
総
合
支
援
法
に

基
づ
く
算
定
額

そ
の
他　

機
能
訓
練
は
、
理
学
療

法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚

士
が
行
い
ま
す
。

問
合
先　

同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿
０４２

　

儿
８
４
１
１
＝
午
前
９
時
～
午

３８１後
５
時
）

※　

日
曜
・
祝
日
を
除
く
。

 
市
取
扱
分

◎　

月
分
（
敬
称
略
）

１２
【
が
ん
ば
れ
小
金
井
寄
附
金
】

◆
教
育
に
関
す
る
こ
と

▽　

万
円
＝
渡
邊
嘉
二
郎

１０
社
会
福
祉
協
議
会
取
扱
分

◎　

月
分
（
敬
称
略
）

１１
【
一
般
寄
附
】

▽
４
万
４
千　

円
＝
全
国
大
陶
器

５００

市
振
興
組
合　

▽
１
万
３
千　

円
７８５

＝
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
み
も
ざ　

▽

１
万
３
千
円
＝
貫
井
神
社
総
代
一

同　

▽　

円
＝
匿
名

９６１

【
特
定
寄
附
】

◆
交
通
災
害
等
遺
児
の
た
め
に

▽
千　

円
＝
草
間
春
子

７３１

◆
障
が
い
者
の
た
め
に

▽
６
千　

円
＝
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー

３００

ト
ナ
ー
ズ

◆
バ
ス
購
入
の
た
め
に

▽　

万
３
千　

円
＝
市
社
会
奉
仕

９８

４２３

団
体
連
絡
協
議
会　

▽
６
千　

円
１９２

＝
緑
町
第
三
町
会　

▽
４
千　

円
９７６

＝
貫
井
南
町
東
自
治
会　

▽
４
千

　

円
＝
貫
井
坂
下
自
治
会
連
合
会

６３１▽
４
千　

円
＝
貫
井
坂
下
中
組
自

２２５

治
会　

▽
４
千　

円
＝
身
体
障
害

５７

者
福
祉
協
会

善善
意意
のの

輪輪

認
知
症
高
齢
者

認
知
症
高
齢
者
をを

支
え
る
介
護
者
の
集

支
え
る
介
護
者
の
集
いい

儿儿
認
知
症
の
方
へ

認
知
症
の
方
へ
のの

介
護
の
方

　

介
護
の
方
法法

健
康
講
演
会　

腰
痛
・
肩
こ
り
と
対
処
方

法
に
つ
い
て
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掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

 

■２０１６冬耐震キャンペーン　①耐震
フォーラム＝１月２２日（金）午後１時～４
時１５分。都庁第一本庁舎５階大会議場。
４００人（要事前申込）②建物の耐震改修工
法等の展示会および耐震相談会＝１月１５
日（金）～１７日（日）午前１０時～午後６時
（１７日は４時まで）／申し込み等詳細は、
耐震ポータルサイト（http://www.taishi 
n.metro.tokyo.jp/）で。／同キャンペー

ン事務局（☎０３－４２８５－８１６０）
■公立昭和病院第１７回市民公開講座　
２月６日（土）午後２時３０分～４時／ルネ
こだいら（西武新宿線小平駅南口）／肝臓
がんの診断と治療について＝細川貴範
（同病院消化器内科医長）、肝臓がんの外
科治療について＝秦正二郎（同病院外科・
消化器外科医長）、高血圧－どこまで下
げればよいの？＝清水寛（しみず内科循
環器クリニック院長）／当日直接会場へ。
／同病院（☎０４２－４６１－００５２内線２１７１）

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

 

●ピア・サロン仲間達の作品展　１月２１
日（木）～２５日（月）午前１０時～午後４時／
福祉会館１階ふれ愛ギャラリー／開催２０
年、高齢者のおしゃべりの集いピア・サ
ロンの利用者とボランティアによる多彩
な趣味の作品を一堂に展示します。／小
金井ピア・カウンセラーの会・井上（☎
０４２－３８３－８０５４）
●「遺言と相続」無料セミナー　１月２２
日（金）午前９時３０分～１１時４０分／小金
井　宮地楽器ホール練習室２・３／ファ
イナンシャルプランナーが説く「正しい
生前贈与」、行政書士が易しく解説「法
定相続人の範囲」「遺留分とは？」／無
料／３０人（申込順）／１月１５日～２０日に、
電話またはＥメールで遺言と相続をサポ
ートする行政書士の会・千葉（☎０４２－
３０１－００６４死info@hakenomichi.com）へ。
●スウカト活動展　１月２３日（土）、２４
日（日）午前１０時～午後５時／イトーヨ
ーカドー武蔵小金井店２階特設コーナー
／ボーイスカウト、ガールスカウトの活
動内容の紹介（写真パネル掲示）と木工
作（ペンダント作り）の体験／小学校３
年生以下のお子さんと保護者／無料／小
金井市スカウト協議会・宝妻（☎０４２－
３８６－００２０）
●ウイルスと闘う研究室展＠東京農工大
学　１月２３日（土）～２月２０日（土）午
前１０時～午後５時（日曜・月曜日休館）
／東京農工大学科学博物館（小金井キャ
ンパス）／ふだん見ることのできない大
学の研究室を展示会場内に再現。見て触
って体験して感染症研究のいまと未来を
学べます。毎週土曜日には著名研究者に
よる講演会や展示ガイドも。／小学生以
上／同博物館（☎０４２－３８８－７１６３）
●とんぼたんぼで稲づくり　１月２４日
（日）午前１０時～正午（雨天中止）／都
立武蔵野公園バーベキュー広場／野川第

１調整池にできて１０年目の小さな田んぼ
で稲づくりをしています。最初の作業と
して良い種を選ぶための塩水選を行いま
す。終了後、参加者で「とんぼたんぼ」
のことや、稲づくり等について懇談しま
す。／無料／１月２２日までに、野川自然
の会・永森（☎０９０－３２１７－９３２２）へ。
●子どもゆめ基金助成活動「街の達人に
挑戦－冬」　 １月２４日（日）、３０日（土）午
後２時～４時／前原暫定集会施設／キャ
ンドルホルダー作り、創作書道のワーク
ショップ／小学生以上／各回２０人（申込
順）／２００円／１月１５日から、ファクスま
たはＥメールで（特非）遊び・文化ＮＰ
Ｏ小金井こらぼ（☎ ＝０４２－３８４－２５６９
＝火曜・金曜日、死koganei.kodomo@ 
gmail.com）へ。
●健康マージャン入門講座　１月２５日
（月）＝公民館本館生活室、２月１日
（月）、８日（月）、１５日（月）＝健康
麻将全国会小金井支部（本町５－１６－１４
－２０１）／いずれも午後２時～４時／入門
者から初級者まで４回全て出席できる方
／２０人（申込順）／２,０００円（教材費）／
１月１５日から、電話で同支部（☎０７０－
６４５４－８１４１）へ。
●新春コンサート　１月２９日（金）午後
２時開演（１時３０分開場）／小金井　宮
地楽器ホール大ホール／５７８人／ピアノ
＝清水智子、曲目＝アンプロンプチュ、
トルコ行進曲ほか／チケット前売２,５００
円、当日２,８００円。同ホールチケットデ
スクで。／杉本（☎０８０－１３２３－９９４０）
●「健康長寿を実現するために」講演会
１月３０日（土）午後１時３０分～３時３０分
／前原暫定集会施設Ｂ会議室／星旦二さ
ん（首都大学東京名誉教授）／３５人（当
日先着順）／無料／主催＝とうきょう健
康・省エネ住宅推進協議会／株式会社タ
カキホーム（☎０４２－３８７－５５５５）
●小金井コミュニティ講座「女性のため
のヴォイストレーニング」　 ２月３日
（水）、２３日（火）午後１時～２時３０分

FAX

／公民館本館視聴覚室／２,０００円（１回）
／詳細はブログ（http://ameblo.jp/k- 
kouza/）で。／受講希望日の前日までに
同講座事務局・佐藤（☎０９０－６０１４－３５６６
死k.com.society@gmail.com）へ。
●マンション管理士無料相談会　２月６
日（土）午前９時３０分～１１時３０分／小金
井　宮地楽器ホール練習室３／マンショ
ン管理組合の役員・組合員の疑問、お悩
み、トラブルの相談／４組（申込順）／
１月１５日～２月５日に電話で東京都マン
ション管理士会たまむさしの支部・木下
（☎０９０－４９５３－９９５９）へ。
●むさしのＦＰフェスタ２０１６「退職
後のライフプランは家族と一緒に考えよ
う」　 ２月７日（日）午後１時３０分～４
時３０分／武蔵野プレイス４階フォーラム
（武蔵野市境南町２－３－１８）／パネル
ディスカッション「これからの生きがい
を見つけるには」、講演「終活に備える・
退職金の賢い活用」／１００人（当日先着
順）／１,０００円（資料代）／ＮＰＯ法人Ｆ
Ｐ武蔵野グループ（☎０４２２－５１－２６２８）
●ＩＣＵキッズカレッジ「マセマジシャ
ン（算数×マジック）」　２月２７日（土）
午後２～５時／国際基督教大学国際会議
場／冨山学さん（同大学非常勤講師）／
小学校４年生～中学校３年生と保護者／
４０組８０人（多数抽選）／無料／１月１５日～
２８日に、電話またはＥメールで氏名・学
年・学校名・保護者氏名・メールアドレ
ス・電話番号をＩＣＵサービス（☎０４２２
－３３－３５３０死info@icu-service.com）へ。

 

●初心者卓球教室　１月２４日（日）午後
３時１５分～４時４５分（３時受付）／栗山
公園健康運動センター／基礎からフォア
ハンド、バックハンド、サーブ練習／講
師は門田洋幸さん（元・明治大学卓球部
員）／小・中学生と保護者／無料／２０人
（申込順）／１月１５日～２３日に、電話ま
たはＥメールで小金井ＪＴＣ・明神（☎
０８０－３３９４－６４７４死mam.myojin@jcom. 
zaq.ne.jp）へ。
●キッズサッカーフェスティバル　１月
３０日（土）午前１０時３０分～１１時３０分／フ
ットサルパライーソ国分寺（国分寺市本
多２－１３）／講師はＦＣアンビシオン専
属スタッフ／６～９歳／１０人（申込順）
／５００円／１月１５日～２８日に、電話また
はＥメールでＮＰＯ法人ＦＣアンビシオ
ン（☎０４２－３８８－９２５４死fc.ambicion@ 
gmail.com）へ。
●ジュニアスケート教室　２月１４日
（日）午前８時１５分リサイル事業所集合
～午後１時３０分ごろ同所解散／ＢＩＧＢ
ＯＸ東大和スケートセンター／１３５人
（申込順）／大人２,４００円、中学生以下
１,８００円（貸靴代含む）／小学校３年生以
下は保護者同伴／１月２５日～２月９日
に、参加費を添えて市スケート連盟・大
久保（本町１－７－６菊屋文具店内☎
０４２－３８１－１３７９）へ。

学
び
・
く
ら
し

　

同
研
究
会
は
、
小
金
井
市
、
国

立
市
、
狛
江
市
が
連
携
を
図
り
、

男
女
共
同
参
画
施
策
を
推
進
す
る

た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
平
成

　

年
度
は
、
子
育
て
を
研
究
テ
ー

２７マ
と
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
小
金
井
市
少
年
少
女
合
唱
団

に
よ
る
合
唱
演
奏
が
あ
り
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
、
日
本
初
の
父
親

支
援
団
体
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ

ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表

の
安
藤
哲
也
さ
ん
に
仕
事
と
家
庭

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
生
き
方
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

映
画
上
映
で
は
、
デ
ィ
ズ
ニ

ー
・
ピ
ク
サ
ー
作
品「
フ
ァ
イ
ン
デ

ィ
ン
グ
・
ニ
モ
」を
上
映
し
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
お

よ
び
イ
ク
メ
ン
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
受
賞
式
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

２
月
７
日
（
日
）
午
後

１
時　

分
～
５
時　

分
（
午
後
０

１５

１０

時　

分
開
場
）

３０
と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
大
ホ
ー
ル

定　

員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

５７８

そ
の
他　

▽
映
画
上
映
は
午
後
３

時　

分
～
５
時　

分
で
す
。
▽
保

３０

１０

育
あ
り
（
１
歳
以
上
の
未
就
学

児
。　

人
。
１
月　

日
か
ら
要
事

１０

２０

前
申
込
）
▽
手
話
通
訳
あ
り

問
合
先　

企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室（
☎　

儿　

儿
９
８
５
３
）

０４２

３８７

※　

こ
の
事
業
は
、
多
摩
・
島
し

ょ
広
域
連
携
活
動
助
成
金
を
活

用
し
、
小
金
井
市
・
国
立
市
・

狛
江
市
が
共
同
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

  　

た
こ
づ
く
り
を
通
じ
て
、
環
境

教
育
の
手
法
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日
（
土
）
午
後

２３

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

環
境
楽
習
館

講　

師　

須
賀
照
夫
さ
ん
（
日
本

凧
の
会
会
員
）

対　

象　
　

歳
以
上
の
方

１８

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

参
加
費　
　

円
（
材
料
費
）

３００

そ
の
他　

お
子
さ
ん
を
連
れ
て
の

受
講
も
可
能
で
す
。

申　

込　

１
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
環
境
政
策
課
環
境
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
１
７
）
へ
。

３８７
 　

子
ど
も
・
若
者
の
小
金
井
の
居

場
所
に
つ
い
て
、
地
域
で
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

２
月
６
日
、　

日
、　
１３

２０

日
、
３
月
５
日
い
ず
れ
も
土
曜
日

午
後
２
時
～
４
時
（
全
４
回
）

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
Ａ

会
議
室
（　

日
の
み
市
民
会
館
・

２０

萌
え
木
ホ
ー
ル
Ａ
会
議
室
）

内
容
・
講
師　

▽
地
域
の
子
は
地

域
で
育
て
る
儿
活
動
の
実
践
＝
森

田
眞
希
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域

の
寄
り
合
い
所
ま
た
明
日
代
表
）

環
境
学
習
講
座

 
凧 
づ
く
り
か
ら
学
ぶ

た
こ環

境
教
育

子
ど
も
・
若
者
の
地
域
の

居
場
所
づ
く
り
講
座

儿
つ
な
げ
よ
う　

つ
な
が
ろ
う

　

支
え
あ
い
の
供
わ
僑

ほ
か
▽
苦
し
み
を
抱
え
た
子
ど
も

や
若
者
の
声
を
き
く
儿
虐
待
を
う

け
た
子
ど
も
た
ち
の
支
援
を
通
じ

て
＝
高
橋
亜
美
さ
ん
（
児
童
養
護

施
設
等
の
退
所
者
の
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
相
談
所
ゆ
ず
り
は
所
長
）
▽
地

域
の
活
動
団
体
紹
介　

▽
子
ど

も
・
若
者
の
た
め
に
地
域
で
で
き

る
こ
と
＝
秋
貞
由
美
子
さ
ん
（
ル

ー
テ
ル
学
院
大
学
講
師
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
３０

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
）

共　

催　

小
金
井
子
育
て
・
子
育

ち
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

申　

込　

電
話
ま
た
は
直
接
、
小

金
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
０
０
１

０４２

３８７

１
）
へ
。

 　

清
里
山
荘
に
宿
泊
し
、
２
泊
３

日
の
日
程
で
清
里
で
ス
キ
ー
を
し

ま
せ
ん
か
。

集
散
日
時
・
場
所　

２
月　

日
１１

（
祝
）
午
前
７
時
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
所
発
～　

日
（
土
）
午
後
６
時

１３

　

分
ご
ろ
同
所
解
散
（
バ
ス
を
使

３０用
）

と
こ
ろ　

市
立
清
里
山
荘
お
よ
び

サ
ン
メ
ド
ウ
ズ
清
里
ス
キ
ー
場

対　

象　
　

歳
以
上
の
方

１８

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
。　

３０

２５

人
以
下
の
場
合
は
中
止
）

参
加
費　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
＝
３
万
２
千
円
、
そ
の
他

の
方
＝
３
万
５
千
円
（
宿
泊
代
、

バ
ス
代
、
リ
フ
ト
代
、
食
事
代
、

レ
ッ
ス
ン
代
、
保
険
代
等
）

※　

靴
な
ど
の
レ
ン
タ
ル
を
ご
希

望
の
場
合
は
、
申
込
時
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

申　

込　

１
月　

日
～　

日
に
、

１６

３０

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
参
加
者

全
員
の
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
清
里
山
荘
（
☎

０
５
５
１
儿　

儿
４
６
４
９ 

０

４８

５
５
１
儿　

儿
４
６
４
６
）
へ
。

４８

清
里
山
荘
ス
キ
ー
ツ
ア
ーFAX

多
摩
３
市
男
女
共
同
参
画

推
進
共
同
研
究
会

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム



28・1・1511

実施日時　間曜日ところ種　目

７・１４・２１・２８日午後１時～４時日緑　小卓 球

３・１０・１７・２４日午後６時～９時水前原小剣 道

７・１４・２１・２８日正午～午後３時日本町小バドミントン

５・１２・１９・２６日午後７時～９時金一　中柔 道

〈
自
分
で
で
き
る
終
活
準
備
〉

　

終
活
に
一
歩
踏
み
出
せ
な
い

方
、
亡
く
な
っ
た
後
の
手
続
き
や

葬
儀
、
老
前
整
理
に
つ
い
て
知

り
、
自
分
で
準
備
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

と　

き　

１
月　

日
（
木
）
、
２

２８

月
４
日
（
木
）
午
前　

時
〜
正
午

１０

（
全
２
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
本
町
分
館

講　

師　

藤
井
隆
之
さ
ん
（
行
政

書
士
）
、
是
枝
嗣
人
さ
ん
（
葬
儀

会
社
代
表
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

申　

込　

１
月　

日
か
ら
、
電
話

１８

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
本
町
分
館

（
☎　

儿　

儿
１
１
７
０
）
へ
。

０４２

３８３

〈
浮
世
絵
か
ら
都
市
江
戸 

を
読
み
と
く
〉

　

当
時
世
界
最
大
と
い
わ
れ
た
江

戸
の
町
並
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
か
、
そ
こ
で
生
活
す
る

人
々
は
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し

て
い
た
か
な
ど
浮
世
絵
を
通
じ
て

学
び
ま
す
。

と　

き　

２
月
８
日
〜　

日
の
毎

２２

週
月
曜
日
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　

分
（
全
３
回
）

３０と
こ
ろ　

公
民
館
本
館

講　

師　

石
山
秀
和
さ
ん
（
立
正

大
学
准
教
授
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

６０

申　

込　

１
月　

日
か
ら
、
電
話

１８

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
本
館
（
☎

　

儿　

儿
１
１
８
４
）
へ
。　

０４２

３８３

 　

高
齢
期
を
い
か
に
楽
し
く
過
ご

せ
る
か
を
テ
ー
マ
に
、
学
習
仲
間

づ
く
り
の
場
と
し
て
け
や
き
学
級

を
開
設
し
ま
す
。

　

そ
の
企
画
と
学
級
づ
く
り
に
参

平
成　

年
度
高
齢
者
学
級

２８

け
や
き
学
級
準
備
会

加
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

２
月
３
日
（
水
）
午
前

　

時
〜
正
午

１０と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
南
分
館
学

習
室

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

公
民
館
貫
井
南
分
館

（
☎　

儿　

儿
１
１
６
８
）

０４２

３８３

 　

Ｉ
Ｏ
Ｅ
、
情
報
通
信
技
術
の
発

展
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
ど
の
よ

う
に
影
響
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

講
師
か
ら
、
今
後
の
展
望
を
う

か
が
い
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
〜
３
月
６
日

１４

の
毎
週
日
曜
日
午
前　

時
〜
正
午

１０

（
全
４
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
学

習
室
Ａ
・
Ｂ

テ
ー
マ
・
講
師　

▽
第
四
次
産
業

革
命
と
は
何
か
？
儿
デ
ジ
タ
ル
化

が
世
界
を
変
え
る
＝
一
條
和
生
さ

ん
（
一
橋
大
学
大
学
院
教
授
）
▽

ソ
ー
シ
ャ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｔ
儿
社
会
に
応

え
る
情
報
通
信
技
術
＝
富
田
二
三

彦
さ
ん
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
理
事
）
▽
小

型
無
人
航
空
機
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

法
と
安
全
ル
ー
ル
＝
鈴
木
真
二
さ

ん
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
▽

衛
星
・
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
・
宇
宙
空
間
の
活
用
＝
吉
冨
進

さ
ん
（
日
本
宇
宙
フ
ォ
ー
ラ
ム
常

務
理
事
）　

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

６０

申　

込　

１
月　

日
か
ら
、
電
話

１８

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
貫
井
北
分

館
（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）へ
。

０４２

３８５

 
と　

き　

２
月　

日
（
日
）
、　

２１

２８

日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時
（
全

２
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

テ
ー
マ
・
講
師　

▽
声
の
プ
ロ
に

市
民
講
座
儿
第
四
次
産
業

革
命
を
知
る　

こ
れ
か
ら

の
情
報
化
社
会
の
姿

就
活
や
仕
事
に
役
立
つ

ス
キ
ル
を
学
ぶ

教
わ
る
好
印
象
の
コ
ツ
＝
沙
倉
え

み
さ
ん
（
ナ
レ
ー
タ
ー
）
▽
自
己

分
析
で
わ
か
る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

＝
伊
藤
美
穂
子
さ
ん
（
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

１
月　

日
か
ら
、
電

１８

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
公

民
館
貫
井
北
分
館
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
４
０
１
死k0

2
0
4
1
5
@
b
z0
4

.p
lala.o

r.jp

）
へ
。

 　

改
正
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ

き
、
企
業
や
人
事
労
務
担
当
者
が

従
業
員
等
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

を
実
施
す
る
際
に
必
要
な
制
度
や

法
律
の
知
識
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

２
月
４
日
（
木
）
、
９

日
（
火
）
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

国
分
寺
労
政
会
館
４
階

第
５
会
議
室
（
国
分
寺
市
南
町
３

儿　

儿　

）

２２

１０

共　

催　

小
金
井
市
ほ
か

申　

込　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
は
た
ら
く

ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/

/w
w
w
.h
a
ta
ra
ku
.m
etro

.to
k

yo
.jp

）
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

で
東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ

ー
国
分
寺
事
務
所
（
☎　

儿　

儿

０４２

３２３

８
５
１
１ 
　

儿　

儿
８
５
１

０４２

３２３

２
）
へ
。

 　

も
の
づ
く
り
に
携
わ
る
人
、
つ

く
っ
た
も
の
を
届
け
る
人
や
伝
え

る
人
、
つ
く
る
仕
事
に
取
り
組
み

た
い
人
の
交
流
会
で
す
。

　

事
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
や
連
携
先

を
探
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
東
小
金
井
事
業
創
造

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp

://ko
-to
.in
fo
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 労

働
セ
ミ
ナ
ー

企
業
の
安
全
配
慮
義
務

儿
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

　

義
務
化
へ
の
対
応

FAX

郊
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
出
会
い

の
場
「
メ
イ
キ
ン
グ
・
ビ

ジ
ネ
ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

と　

き　

１
月　

日
（
金
）
午
後

２９

７
時
〜
９
時　

分
３０

と
こ
ろ　

同
セ
ン
タ
ー
（
梶
野
町

１
儿
２
儿　

）
３６

定　

員　
　

人
２０

参
加
費　

千　

円
（
飲
食
代
）

５００

申　

込　

同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

電
話
で
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電

話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４
２
２
儿　
３１

儿
２
０
４
０
）
へ
。

 　

市
内
に
も
美
容
や
健
康
に
関
す

る
素
敵
な
サ
ロ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
ま
り
利
用
し
た
こ
と
の
な
い

方
も
、
店
主
と
の
お
話
や
プ
チ
体

験
で
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
な

交
流
会
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

２
月
７
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
３
時　

分
（
ト
ー
ク
イ
ベ

３０

ン
ト
＝
午
後
１
時
〜
２
時
）

と
こ
ろ　

シ
ャ
ト
ー
２
Ｆ
カ
フ
ェ

（
本
町
６
儿
５
儿
３
シ
ャ
ト
ー
小

金
井
２
階
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１６

参
加
予
定　

ア
ー
ル
セ
ボ
ン
（
ま

つ
げ
メ
イ
ク
）
、
永
田
治
療
院

（
フ
ェ
イ
ス
リ
ン
パ
ド
レ
ナ
ー
ジ

ュ
）
、
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
ｍ
ｏ
ｏ
ｎ
（
ボ

デ
ィ
ペ
イ
ン
ト
）
、
ま
ん
ま
る
屋

（
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

※　

参
加
者
は
い
ず
れ
か
１
店
舗

の
体
験
が
で
き
ま
す
。

費　

用　
　

円
（
体
験
代
）

５００

申　

込　

１
月　

日
か
ら
、
電
話

１８

で
商
工
会
産
業
振
興
プ
ラ
ン
推
進

室
「 
黄  
金  
井 
の
里
」
（
☎　

儿　

こ 

が 

ね

０４２

３１６

儿
１
７
６
２
）
へ
。

 　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は
、
発
表

者
が
５
分
間
で
お
薦
め
の
本
を
紹

介
し
、
最
後
に
参
加
者
全
員
の
投

票
で
一
番
読
み
た
く
な
っ
た
本
を

こ
が
ね
い
日
曜
日

地
元
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

事
業
者
と
消
費
者
の
交
流
会

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
プ
大
会

観
覧
者
募
集

選
出
す
る
ゲ
ー
ム
感
覚
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
今
ま
で
に
６
回
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
歴
代
チ
ャ
ン
プ

本
獲
得
者
に
よ
る
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
プ
大
会
の
観
覧
者
を
募
集
し
ま

す
。

と　

き　

２
月
６
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
学

習
室
Ａ
・
Ｂ

対　

象　

小
学
生
以
上
の
方

定　

員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

４０

問
合
先　

図
書
館
貫
井
北
分
室

（
☎　

儿　

儿
３
５
６
１
）

０４２

３８５

 
と　

き　

２
月　

日
（
日
）
午
後

２８

２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

図
書
館
本
館
地
階
集
会

室講　

師　

小
嶋
ル
ミ
さ
ん
（
パ
テ

ィ
シ
エ
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
以
上
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

申　

込　

２
月
４
日
（
必
着
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
（
１
枚
で
２

人
ま
で
可
）
に
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
図
書
館
本
館
「
講
演
会

申
込
係
」
（
〒　

儿
０
０
０
４
本

１８４

町
１
儿
１
儿　

☎　

儿　

儿
１
１

３２

０４２

３８３

３
８
）
へ
。

  
と　

き　

３
月　

日
（
日
）
午
前

２７

　

時
〜
正
午
、
午
後
２
時
〜
３
時

１１と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
小
ホ
ー
ル

講　

師　

嵐
田
康
平
さ
ん　
（
し

か
け
絵
本
専
門
店
代
表
）

対　

象　

小
学
生
以
上
の
方

定　

員　

各
回　

人
（
申
込
順
）

５０

図
書
館
講
演
会
「
ケ
ー
キ

の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
！
」

子

ど

も

と
び
出
す
絵
本
展
関
連
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
び
出
す
カ
ー

ド
を
作
っ
て
み
よ
う
！
儿
し

か
け
絵
本
の
ふ
し
ぎ
な
世
界

参
加
費　
　

円
（
材
料
費
）

５００

そ
の
他　

小
学
生
の
保
護
者
は
１

人
ま
で
無
料
で
入
場
で
き
ま
す
。

申　

込　

１
月　

日
か
ら
、
電
話

２３

ま
た
は
直
接
、
同
ホ
ー
ル
事
務
室

（
同
ホ
ー
ル
２
階
☎　

儿　

儿
８

０４２

３８０

０
９
９
）
へ
。

 
と　

き　

１
月　

日
（
土
）
①
午

３０

前　

時　

分
〜　

時
②　

時
〜　

１０

３０

１１

１１

１１

時　

分
３０

と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館
視
聴
覚

室内　

容　

絵
本
「
お
も
ち
の
き
も

ち
」、て
ぶ
く
ろ
人
形
「
大
き
な
ワ

ニ
さ
ん
小
さ
な
ワ
ニ
さ
ん
」
ほ
か

対　

象　

①
３
歳
以
上
の
幼
児
と

保
護
者
②
小
学
生

協　

力　

お
は
な
し
パ
ル
ル
ン

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
緑
分
室
（
☎　
０４２

儿　

儿
７
３
０
２
）

３８７

 
と　

き　

１
月　

日
（
日
）
午
前

２４

　

時
〜　

時　

分

１１

１１

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館
生
活
室

対　

象　

３
歳
以
上
の
未
就
学
児

と
保
護
者

定　

員　
　

組
（
当
日
先
着
順
）

２０

問
合
先　

図
書
館
東
分
室
（
☎　
０４２

儿　

儿
４
５
５
０
）

３８３

  
と　

き　

２
月　

日
（
土
）
、　

２７

２８

日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら

と
こ
ろ　

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー

場
（
長
野
県
栄
村
）

内　

容　

大
回
転
・
ス
ラ
ロ
ー

ム
。　

日
は
練
習
会
、　

日
は
大

２７

２８

会対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

そ
の
他　

▽
現
地
集
合
・
解
散
で

す
。
（
交
通
費
等
実
費
）
▽　

日
２８

の
大
会
の
み
の
参
加
も
可
能
で

す
。 お

は
な
し
会

幼
児
の
た
め
の
お
は
な
し
会

ス

ポ

ー

ツ

第　

回
市
民
体
育
祭

６７
ス
キ
ー
大
会

申　

込　

２
月　

日
ま
で
に
、
電

１５

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
市
ス
キ
ー

連
盟
・
伊
藤
（
☎　

儿　

儿
７
４

０４２

３８３

０
６
死yo

sh
in
o
ri.ito

@
m
o
ki

n
kai.co

m

）
へ
。

※　

こ
の
事
業
は
、
市
の
委
託
事

業
で
す
。

  
と　

き　

３
月
５
日
（
土
）
、　
１９

日
（
土
）
、　

日
（
祝
）
、
い
ず

２１

れ
も
午
後
２
時
〜
４
時
（
全
３

回
。
予
備
日
＝
３
月　

日
）

２７

と
こ
ろ　

東
京
学
芸
大
学
陸
上
競

技
場

※　

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

【
新
春
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ギ

ン
グ
教
室
】

講　

師　

繁
田
進
さ
ん
（
東
京
学

芸
大
学
教
授
）
ほ
か

対　

象　
　

歳
以
上
の
方

２０

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

４０

参
加
費　

３
千　

円（
保
険
代
等
）

４００

申
込
方
法　

２
月
３
日
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
（
緊
急
連
絡

先
）・
希
望
種
目
（
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
ま
た
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
）
を
明
記

し
、
市
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係「
学
芸
大
ク
ラ
ブ
・
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
係
」へ
。

【
新
春
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
教
室
】

内　

容　

陸
上
競
技
種
目
全
般

講　

師　

繁
田
進
さ
ん
（
東
京
学

芸
大
学
教
授
）
ほ
か

対　

象　

小
・
中
学
生

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

参
加
費　

３
千　

円（
保
険
代
等
）

４００

申
込
方
法　

２
月
３
日
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・

学
芸
大
ク
ラ
ブ
運
動
教
室

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
（
学

年
）・
性
別
・
電
話
番
号
（
緊
急

連
絡
先
）
を
明
記
し
、
市
生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
「
学
芸
大

ク
ラ
ブ
・
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
教
室

係
」
へ
。

問
合
先　

▽
申
し
込
み
に
つ
い
て

＝
市
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要

１８４

☎　

儿　

儿
２
４
６
２
）
▽
教
室

０４２

３８６

に
つ
い
て
＝
同
大
学
広
報
企
画
課

地
域
連
携
係
（
☎　

儿　

儿
７
１

０４２

３２９

１
９
）

※　

本
教
室
は
東
京
学
芸
大
学
と

の
連
携
事
業
で
す
。

 　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
体
力

づ
く
り
を
目
的
に
、
市
立
の
学
校

施
設
（
体
育
館
ほ
か
）
を
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
て
い
ま

す
。
種
目
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。

そ
の
他　

▽
初
め
て
の
方
は
、
指

導
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
▽
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
（
☎　

儿　

儿
２
４
６

０４２

３８６

２
） ２

月
の
ス
ポ
ー
ツ

個
人
利
用
開
放
校

成
人
学
校
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東
京
都
・
母
と
子
の
健
康
相
談
室

受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
５
時
〜

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１０日
）
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

☎
＃
８
０
０
０
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

０３

　

時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
・

　

医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

　

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３

　

聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

FAX

小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

　

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

　

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

１
月　

日（
日
）

１７

１
月　

日（
日
）

２４

１
月　

日（
日
）

３１

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、薬剤
師会の協力で実施し
ています。

!

#

"

$

%%%%%%

%%%%%%

&
&
&
&
&

&
&
&
&
&

受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

上水公園入口友
利
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内

本町3―10―13
フジビル1F
☎042―385―7101

本町四丁目

北大通り
本町2丁目交差点

北口
武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休日歯科診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休 日 診 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局

本町1―13―13
☎042―381―2080

佐
藤
ク
リ
ニッ
ク

内
小
皮
ア

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

東
小
金
井
ク
リ
ニッ
ク

内
整
ア

五日市街道

亜
細
亜

大
学

く
ぬ
ぎ
橋
通
り

北大通り

梶野町2―1―2
アーバンステージ武蔵野ヒルズA棟１F
☎0422―56―8630

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

本町1―18―3
ユニーブル武蔵小金井
スイート3階301号
☎042―387―8176

こ
が
ね
い
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニッ
ク

耳
ア

む
さ
し
小
金
井
診
療
所

内

本町1―15―9
☎042―382―9111

農工大通り

マンション

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

本町2―6―7
Kビル201
☎042―387―1727

秋
澤
歯
科
医
院

北口

銀
行

小
金
井
街
道

武蔵小金井駅

リサイクル
事業所

山
﨑
内
科
医
院

内
呼
ア

緑町5―12―17
☎042―381―1462

地蔵通り

けやき通り

小
金
井
街
道

緑
中
央
通
り

緑
中
央
通
り

北大通り

緑
中
央
通
り

梶野町4―11―13
☎0422ー53―5666

く
ろ
だ
内
科
医
院

循
内

消

東小金井駅
北口

三小 梶野町
交差点

コンビニエ
ンスストア

至梶野橋
理容店

梶
野
通
り

小
松
外
科
胃
腸
科

外
胃

本町2―20―20
☎042―381―3346

至武蔵小金井駅
北口

北大通り

至小金井橋
本町２丁目
交差点

小
金
井
街
道

千
賀
皮
膚
科
ク
リ
ニッ
ク

皮
泌

本町1―18―10
小金井本町ビル4F
☎042―380―5611

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

梶野町4―5―7
☎042―383―2078

久 

滋 

医 

院

内
小

梶野町交差点

北大通り
三小

北口
東小金井駅

地蔵通り

書
店

コンビニエンス
ストア

梶
野
通
り

東町4―8―17 
☎042―381―3700

千
野
歯
科
医
院

東小
農工大通り

連雀通り
交番

西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

新
小
金
井
駅

新
小
金
井
駅

新
小
金
井
駅

武蔵小金井駅

武
蔵
小
金
井
ク
リ
ニッ
ク

内
循
呼
胃

本町5―19―33
☎042―384―0080

北口

小
金
井
街
道

西
友

飲食店

〒

う
ち
や
ま
ク
リ
ニッ
ク 東町4―43―15

MKジェムズマンション1F
☎042―382―1715

都営アパート

ス
ト
ア

南口
東小金井駅

内
消
肛
外 本町5―38―41

ユニーブル武蔵小金井102
☎042―304―1801

神
保
整
形
外
科

整
リ 

ハ

楽器店

コンビニエンス
ストア

けやき通り
小
金
井
街
道

武蔵小金井駅

も
ろ
ほ
し
ク
リ
ニッ
ク

耳
気
ア

緑町1―6―53 うさぎビル
☎042―385―3341

東小金井駅
北口

三小
北大通り

コンビニエンス
ストア

東
大
通
り

交
番

東
小
金
井
さ
く
ら
ク
リ
ニッ
ク

東町4―37―26
☎042―382―3888

農協
支店

至東小金井駅南口至東小金井駅南口至東小金井駅南口

農工大通り

内

ア

消
内

呼
内

循
内
漢
内 緑町2―7―20

☎042―384―3110

み
ど
り
歯
科

法政大学

北大通り

三小 北
口

東小金井駅

東
大
通
り

清　

里　

山　

荘

空
室
状
況
（
１
月
７
日
現
在
）

２
月

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

　

日
１０
　

日
１１
　

日
１２
　

日
１３
　

日
１４
　

日
１５
　

日
１６
　

日
１７
　

日
１８
　

日
１９
　

日
２０
　

日
２１
　

日
２２
　

日
２３
　

日
２４
　

日
２５
　

日
２６
　

日
２７
　

日
２８
　

日
２９○

：
空
室
あ
り　
△
：
空
室
少
し　
×
：
満
室

２月の行事
天体教室＝２０日
５月分の予約
２月３日から受け付けます。
申し込みは、
☎０１２０－４８４－６４７（申込専用）
 ０５５１－４８－４６４６
http://koganei-kiyosato.com/
問合先　清里山荘（☎０５５１－
４８－４６４９）

FAX

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
祝
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

一
般
棟

○○○×○○○○×××○○○○×○○○○○○×○○

団
体
棟

休
館
日

冬季期間（１１月〜３月）は、暖房設備がないため閉鎖

 
まちば薬局

（ ）本町4－14－21－101
☎042－387－2151

 
ともえ調剤薬局

（ ）本町1－5－12朝日パリオ
☎042－387－7911

 
薬局日本メディカル

（ ）本町1－18－3
☎042－316－5407

 
サトウ薬局

（ ）緑町5－18－20
☎042－381－3499

 
おおにし薬局

（ ）梶野町4－20－4
☎0422－55－8998

 
柴崎薬局

（ ）本町5－38－32－102
☎042－381－2655

 
伯雲堂薬局

（ ）本町2－6－12－103
☎042－400－6035

 
アトム薬局

（ ）緑町1－6－53うさぎビル1F
☎042－388－5400

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

休
館
日

　体験型市民農園は、区画貸型とは異なり、農家が野菜
の栽培計画を作り、農家の指導で種まきから収穫までの
農作業を体験する農園です。
　種・苗・肥料・農機具などは園主が用意します。講習
会（３月末～６月上旬は原則として毎週土曜日の午前
中、それ以外の土曜日も実施あり）は原則としてすべて
参加してください。また、平日も担当する区画の農作業
をする必要があります。
募集農園　①たかはしファーム（東町１−２４）＝園主は
高橋堅治さん②ベルファーム（貫井南町１−１９）＝園主
は鈴木由美子さん
募集区画数　若干数（多数抽選。１区画約３０㎡）
利用期間　３月下旬～平成２９年２月ごろ
対　象　市内在住の方
費用（年額）　 ①２９,１６０円②２７,０００円
申　込　１月２１日（消印有効）までに、はがき（１世帯
１通）に住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明記
し、経済課産業振興係「体験型市民農園申込担当」（〒
１８４−８５０４住所不要☎０４２−３８７−９８８２）へ。

体験型市民農園
（農業塾）

農家の指導を受けなが農家の指導を受けながらら
野菜作りを学びません野菜作りを学びませんかか

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　観光協会では、毎年秋に開催している「お月見
のつどい」で上演するシェークスピア劇の出演
者・スタッフを募集します。
　みなさんの熱意で会場を沸かせてみませんか。
上演日　９月１７日（土）、１８日（日）
ところ　都立小金井公園江戸東京たてもの園前広
場「お月見のつどい」ステージ
対　象　４～９月の毎週水曜日の夜２時間程度
（日曜日の昼等に自主練習もあり）の練習に参加
できる、おおむね１６～７０歳の方（経験不問）
※　８月からは練習日が増えます。
定　員　男女とも若干名
参加費　月１,５００円程度

申　込　１月３１日（消印有効）までに、往復はがき
に「お月見出演希望」・住所・氏名・年齢・電話
番号を明記し、観光協会（〒１８４−０００４本町６−５
−３シャトー小金井１階☎０４２−３１６−３９８０）へ。

%
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%
%
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%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　日ごろ知る機会が少ない中東の歴史や現状につ
いて、イスラエル・パレスチナの現地の状況等を
生の声で聞くことができる絶好の機会です。
　家族や友達と一緒に中東和平を考え、平和の尊
さを次世代にきちんと伝えましょう。
と　き　２月２５日（木）午後７時～９時（６時３０
分受付開始）
ところ　市民会館・萌え木ホール
講演者　ルツ・カハノフさん（駐日イスラエル大
使）、ワリード・シアムさん（駐日パレスチナ大
使）
定　員　８０人（多数抽選）
その他　通訳あり
申　込　２月３日（必着）までに、往復はがき（１

通で３人まで応募可）の往信用裏面に参加希望者
全員の住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番
号、返信用表面に代表者の住所・氏名を明記し、
コミュニティ文化課文化推進係「国際理解講座担
当」（〒１８４−８５０４住所不要☎０４２−３８７−９９２３）へ。
※　事情により、内容が変更になる場合がありま
す。

お月見のつどい「シェークスピア劇」お月見のつどい「シェークスピア劇」のの
出演者・スタッフを募出演者・スタッフを募集集

国際理解
講　　座「中東和平を考える」

ル
ツ
・

カ
ハ
ノ
フ
さ
ん

ワ
リ
ー
ド
・

シ
ア
ム
さ
ん


